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法
ほ う じ ん り ね ん

人 理 念

１、心
こころ

の通
かよ

い合
あ

う支
しえん

援を心
こころ

の通
かよ

い合
あ

う仲
なかま

間が提
ていきょう

供します。

２、地
ちいき

域で住
す

み慣
な

れた生
せいかつ

活を続
つづ

けるための福
ふくしきょてん

祉拠点の役
やくわり

割を
　　果

は
たします。

基
き ほ ん ほ う し ん

本 方 針

１、誰
だれ

に対
たい

してもいつも笑
えがお

顔で敬
けいい

意を持
も

って接
せっ

します。

２、利
りようしゃ

用者のひとりひとりの自
じりつ

立した暮
く

らしを支
ささ

えます。

３、利
りようしゃ

用者や家
かぞく

族に納
なっとく

得していただけるサービスを提
ていきょう

供します。

４、情
じょうほうこうかい

報公開を積
せっきょくてき

極的に行
おこな

い、透
とうめいせい

明性のある運
うんえい

営を行
おこな

います。

５、効
こうか

果・効
こうりつ

率を考
かんが

えた運
うんえい

営をし、経
けいえい

営の安
あんてい

定に努
つと

めます。 この 記
きねんしせいさくひよう

念 誌 制 作 費 用の一
いちぶ

部は、障
しょうがいしゃしえんしせつ

害 者 支 援 施 設みずきをご利
りよう

用されていた、

故
こ
・塚
つかもととしひろさま

本 敏 弘 様のご家
かぞく

族からのご寄
きふ
付をつかわせていただきました。
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　 社
しゃかいふくしほうじん

会 福 祉 法 人 足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会 は 、1999(H11) 年
ねん

１月
がつ

２１日
にち

に設
せつりつ

立し、2000(H12) 年
ねん

４月
がつ

よ り 事
じぎょう

業

運
うんえい

営を開
かいし

始いたしました。多
おお

くの皆
みなさま

様に支
ささ

えられ

「時
とき

」を刻
きざ

み、2020(R2) 年
ねん

４ 月
がつ

１
ついたち

日 に 法
ほうじんじぎょう

人 事 業

開
かいし

始２０周
しゅうねん

年を迎
むか

えることができました。足
あだちほうえいかい

立邦栄会

のこれまでの 歴
れきし

史 を 振
ふ

り 返
かえ

り、法
ほうじん

人に関
かか

わり

ご尽
じんりょく

力いただいた皆
みなさま

様に感
かんしゃ

謝の意
い
を表
ひょう

します。

　法
ほうじん

人２０周
しゅうねん

年は、過
か こ
去を振

ふ
り返

かえ
ると終

しゅうせん
戦から７５

年
ねん

、阪
はんしん

神・淡
あわじだいしんさい

路大震災、地
ちかてつ
下鉄サリン事

じけん
件から２５

年
ねん

、東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災から１０年
ねん

を迎
むか

える年
とし

であり、

未
みらい

来を見
み
ると二

に ど め
度目の東

とうきょう
京オリンピック・パラリン

ピックの開
かいさい

催が待
ま
ち望

のぞ
まれていました。私

わたくし
たちは、

大
おお

きな人
じんさい

災や自
しぜんさいがい

然災害を幾
いくど

度となく乗
の
り越

こ
え、深

ふか
い

悲
かな

しみや嘆
なげ

きを希
きぼう

望や笑
えがお

顔に変
か
えることで、未

みらい
来へ

向
む
かって進

すす
むことができるのだと思

おも
います。そして、

その未
みらい

来はこれから生
う
まれてくる子

こ
どもたちにとっ

ても明
あか

るい未
みらい

来であることを願
ねが

います。

　その明
あか

るい未
みらい

来を創
そうぞう

造するためには、足
あだちほうえいかい

立邦栄会

が設
せつりつとうしょ

立当初より目
め ざ
指している、現

げんだい
代の社

しゃかいかだい
会課題を捉

とら

え、地
ちいき

域・社
しゃかい

会に貢
こうけん

献し、生
いのち

命を尊
とうと

ぶことを第
だいいち

一の

目
もくてき

的として運
うんえい

営していくことが、私
わたくし

たちの使
しめい

命であ

り、ビジョン 2023 に掲
かか

げる「目
め ざ
指す社

しゃかい
会」を実

じつげん
現

できる法
ほうじん

人へ成
せいちょう

長することであると思
おも

います。

　法
ほうじん

人では、2019(H31) 年
ねん

度
ど
に５ヶ

か
年
ねん

計
けいかく

画「ビジョ

ン 2023」をスタートさせ、その一
いっかん

環として法
ほうじん

人

２０周
しゅうねんきねんじぎょう

年記念事業「Fes.2020」を開
かいさい

催しておりま

す。「ビジョン 2023」では、法
ほうじんないぜんじぎょうしょ

人 内 全 事 業 所	が	

横
おうだんてき

断 的 に 編
へんせい

成した、６つのチームと、１つのプロ

ジェクトが、「Fes.2020」の年
ねんかんじぎょう

間 事 業に向
む
け、アイ

ディアを出
だ
し合

あ
い活

かつどう
動を続

つづ
けております。

理
りじちょう

事長　新
あ ら い

井　五
い わ こ

輪子　

ご
あ

い
さ

つ
理

事
長

挨
拶

ご
あ

い
さ

つ
ブ

ロ
ッ

ク
長

・
エ

リ
ア

長
挨

拶

　本
ほんらい

来であれば、東
とうきょう

京オリンピック・パラリンピッ

クの開
かいさい

催と共
とも

に「Fes.2020」を盛
せいだい

大に実
じっし

施する予
よてい

定

でございましたが、2019(R1) 年
ねん

１２月
がつ

に新
しんがた

型コロナ

ウイルスの流
りゅうこう

行が始
はじ

まり、緊
きんきゅうじたいせんげん

急事態宣言の発
はつれい

令、

その後
ご
も第

だい
２波

は
、第

だい
３波

ぱ
、第

だい
４波

ぱ
と継

けいぞく
続しており

ます。その影
えいきょう

響により、「Fes.2020」の年
ねんかんじぎょう

間 事 業

も大
おおはば

幅な変
へんこう

更を余
よ ぎ
儀なくされ、法

ほうじんかくじぎょうしょ
人 各 事 業 所で

は緊
きんちょう

張を強
し
いられる毎

まいにち
日が継

けいぞく
続し、誰

だれ
もが終

しゅうそく
息の

見
み
えない不

ふあん
安な日

ひ
々
び
を過

す
ごしてきました。しかし、

感
かんせんたいさく

染 対 策をしながら日
にちじょうせいかつ

常生活の中
なか

で「Fes.2020」

の年
ねんかんじぎょう

間 事 業の推
すいしん

進を継
けいぞく

続し、多
おお

くの利
りようしゃ

用者さんと

職
しょくいん

員の「笑
えがお

顔」に出
で あ
会うことができました。

　足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会は、今
いま

までも、これからも、心
こころ

の通
かよ

い合
あ
う支

しえん
援を心

こころ
の通

かよ
い合

あ
う仲

なかま
間 が 提

ていきょう
供し、地

ちいき
域で

住
す
み慣

な
れた生

せいかつ
活を続

つづ
けるための 福

ふくしきょてん
祉 拠 点の役

やくわり
割を

果
は
たしてまいります。法

ほうじんやくしょくいんいちどう
人 役 職 員 一 同、決

けつい
意

も新
あら

たに 誠
せいしんせいいどりょく

心 誠 意 努 力 してまいります。今
こんご

後と

もご指
しどう

導ご鞭
べんたつ

撻の程
ほど

よろしくお願
ねが

い申
もう

し上
あ
げます。

　私
わたし

とあなたは違
ちが

います。

　どんなに同
おな

じような思
おも

い、考
かんが

え、趣
しゅみ

味、嗜
しこう

好であっ

たとしても、私
わたし

と誰
だれ

かは違
ちが

うし、誰
だれ

かと誰
だれ

かも違
ちが

い

ます。それゆえに、誰
だれ

かの全
すべ

てを理
りかい

解することは

不
ふかのう
可能です。完

かんぜん
全な理

りかい
解が不

ふかのう
可能ということは、考

かんが

え続
つづ

けなければなりません。

　私
わたし

たちの仕
しごと

事は、利
りようしゃ

用者さんの想
おも

いや、考
かんが

えを

想
そうぞう

像して、支
しえん

援を行
おこな

っていくことです。その際
さい

、ど

んなに正
せいかい

解だと思
おも

うことでも、そこにとどまらず

考
かんが

え続
つづ

けることが必
ひつよう

要です。

　ただし、一
ひとり

人で考
かんが

え続
つづ

ける必
ひつよう

要はありません。

多
おお

くの人
ひと

が集
あつ

まることで、自
じぶん

分では思
おも

いつかない考
かんが

えが得
え
られるからです。

　様
さま

々
ざま

な人
ひと

たちが、みんなで考
かんが

え続
つづ

けてきた２０

年
ねん

。違
ちが

うことを前
ぜんてい

提に、そして力
ちから

にして、これから

もみんなで進
すす

んで行
い
ければと思

おも
います。

　幼
おさな

い頃
ころ

からずっと山
やま

に登
のぼ

っています。山
やまのぼ

登りは

辛
つら

いですが、なぜかまた登
のぼ

りたくなります。おそ

らく登
とうちょう

頂という目
もくてきち

的地があり、挑
ちょうせんしん

戦心と達
たっせいかん

成感が

得
え
られるからだと思

おも
います。

　私
わたし

は「歩
ある

けば着
つ
くから」という言

ことば
葉が好

す
きです。

登
とざん

山も仕
しごと

事も、どんなに疲
つか

れていても苦
くる

しくても、

歩
あゆ

みを止
と
めている限

かぎ
り目

もくてきち
的地にたどり着

つ
きません。

特
とく

に歩
あゆ

みが止
と
まりそうなときは、一

ひとやす
休みしてこの

言
ことば

葉を思
おも

い返
かえ

します。

　足
あだちほうえいかい

立邦栄会も２０年
ねん

、多
おお

くの人
ひと

に支
ささ

えられ、バ

トンを渡
わた

しながら歩
あゆ

んできました。

　目
もくてきち

的地はどこ？

　これからもまた、多
おお

くの人
ひと

が目
もくてきち

的地を探
さが

しながら

喜
きどあいらく

怒哀楽を共
とも

にする場
ば
としてあり続

つづ
けるのでしょう。

　明
あ す
日が良

よ
ければそれがいい、歩

ある
けば着

つ
くから。

　新
しんがた

型コロナウイルスの世
せかいてきりゅうこう

界 的 流 行により、

予
よそくふかのう

測不可能な出
できごと

来事が次
つぎつぎ

々と襲
おそ

ってきました。

「未
みらい

来はわからない」という呟
つぶや

きに嘆
なげ

きの気
き も
持ち

が入
はい

りがちです。ただ過
か こ
去・現

げんざい
在とつながってい

る未
みらい

来の世
せかい

界は、予
よそく

測はできないけれど、そうな

る根
こんきょ

拠は必
かなら

ずあります。私
わたし

たちが確
たし

かに今
いま

を生
い
き

たという証
あかし

が、未
みらい

来の姿
すがた

になると考
かんが

えたいです。

自
じぶんじしん

分自身や自
じぶん

分と関
かか

わる人
ひと

たちの今
いま

（過
か こ
去の蓄

ちくせき
積）

を大
だいじ

事にしているなら（誰
だれ

もがそうしようとしてい

る）、どんな未
みらい

来が待
ま
っていても、納

なっとくかん
得感を見

み
いだ

せるのではないでしょうか。だから自
じぶん

分が去
さ
った後

あと

の未
みらい

来に希
きぼう

望を託
たく

せるのです。

　『もともと地
ちじょう

上に道
みち

はない。歩
ある

く人
ひと

が多
おお

くなれば、

それが道
みち

になるのだ』（魯
ろじん

迅「故
こきょう

郷」）

理
り じ

事・多
た ま

摩ブロック長
ちょう

　徳
とくたけ

武　孝
たかし

　未
み ら い

来はわからないが．．．

狛
こ ま え

江エリア長
ちょう

　近
ちかおか

岡　真
ま さ と

佐人違
ちが

うということ

足
あ だ ち

立ブロック長
ちょう

　伊
い と う

藤　剛
ごう

　歩
ある

けば着
つ

くから
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　社
しゃかいふくしほうじんあだちほうえいかい

会 福 祉 法 人 足 立 邦 栄 会はおかげさまで

2020(R2) 年
ねん

に２０周
しゅうねん

年（2000 年
ねんじぎょうかいし

事業開始）を迎
むか

えることができました。この間
かん

「特
とくべつようごろうじん

別養護老人

ホ ー ム さ く ら 」「 身
しんたいしょうがいしゃりょうごしせつ

体 障 害 者 療 護 施 設

かえで」「 介
かいごつきゆうりょうろうじん

護 付 有 料 老 人 ホームリブイン

さ く ら 」「 身
しんたいしょうがいしゃりょうごしせつ

体 障 害 者 療 護 施 設 み ず き 」

「 重
じゅうどしんたいしょうがいしゃつうしょくんれんしつ

度 身 体 障 害 者 通 所 訓 練 室 ポンテ」

「地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センター鹿
しかはま

浜」「多
たきのうがたじぎょうしょ

機能型事業所こま

え工
こうぼう

房」などの施
しせつ

設を開
かいしょ

所し運
うんえい

営してまいりました。

　沢
たくさん

山の試
しれん

練を与
あた

えられる都
つ ど
度、支

しえんしゃ
援者の皆

みな
さま、

地
ちいき

域の皆
みな

さまに支
ささ

えられ、喜
よろこ

びを共
とも

にしながら乗
の
り

越
こ
えることができました。関

かんけいしゃ
係者の皆

みな
さまには改

あらた

めてお礼
れい

と感
かんしゃ

謝の気
き も
持ちをより明

めいかく
確な形

かたち
にしていき

たいと思
おも

っています。同
どうじ

時に当
とうほうじん

法人が抱
かか

える問
もんだい

題も

顕
けんざいか

在化しており抜
ばっぽんてき

本的な解
かいけつ

決が必
ひつよう

要な時
じ き
期にもな

りました。

　そこで、これからも地
ちいき

域に根
ね ざ
差した施

しせつ
設づくりを

行
おこな

いながら、さまざまな方
かた

の生
せいかつしえん

活支援を増
ぞうしん

進するこ

とを目
もくひょう

標に策
さくてい

定したのが「ビジョン 2023」です。

　ビジョン 2023 の策
さくてい

定にあたり、足
あだち

立と多
た ま
摩に散

ち

らばる法
ほうじんない

人内の各
かくじぎょうしょ

事業所から、運
うんえい

営のコアを担
にな

う

メンバー１０名
めい

が集
あつ

まり、半
はんとしかん

年間にわたるワーク

ショップを重
かさ

ねました。冒
ぼうとう

頭の問
と
いかけは、その

最
さいしょ

初の回
かい

で問
と
いかけられた問

と
いです。

　自
じぶんじしん

分自身、また自
じぶん

分たち自
じしん

身のなかの “存
そんざい

在の

根
ね
っこ” とつながったものでなければ、どれだけ

立
りっぱ

派に見
み
える計

けいかく
画を立

た
てても意

い み
味がない。

　今
いま

からふりかえれば、そんな思
おも

いが込
こ
められてい

たように思
おも

います。

　不
ふ し ぎ
思議だったのは、普

ふだん
段は一

いちどう
堂に会

かい
する機

きかい
会など

こ
れ

ま
で

ビ
ジ

ョ
ン

2023

こ
れ

ま
で

Fes.2020

ビジョン 2023
わたしの存

そんざいもくてき
在目的・意

い ぎ
義は何

なに
か？　

ほとんどない１０名
めい

のメンバーが、ワークショップ

のなかで伝
つた

えあうお互
たが

いの心
こころね

根が、さまざまに重
かさ

な

り合
あ
っていたこと。足

あだち
立と多

た ま
摩のそれぞれで、重

かさ
な

り合
あ
う思

おも
いを互

たが
いに持

も
ちながら事

じぎょう
業を営

いとな
んできたこ

とに改
あらた

めて気
き
づかされました。

　 そ し て、 当
とうほうじんせつりつじ

法 人 設 立 時 か ら 変
か

わ ら な い

「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart」の精

せいしん
神に基

もと
づき、以

い か
下のコンセ

プトを策
さくてい

定しました。

F
ふ ぇ す

es .2020（ハートフェス 2020）
足
あだちほうえいかい

立邦栄会２０周
しゅうねんきねんじぎょう

年記念事業　

　ビジョン 2023 実
じっこう

行の２年
ねんどめ

度目となる 2020(R2)

年
ねんど

度は「Fes.2020（足
あだちほうえいかい

立邦栄会２０周
しゅうねんきねんじぎょう

年記念事業）」

と銘
めいう

打って、「事
じぎょうしょ

業所から法
ほうじん

人へ」をスローガンに、

６つの目
もくひょう

標とそれを達
たっせい

成するための６つのチームを

編
へんせい

成しました。

１、笑
えがお

顔チーム

　目
め ざ
指すのは、法

ほうじん
人・施

しせつ
設の利

りようしゃ
用者さんを中

ちゅうしん
心に

関
かんけい

係する皆
みな

さまが、笑
えがお

顔になれるサービスづくり。

2020(R2) 年
ねんど

度は、ボッチャと呼
よ
ばれる誰

だれ
でも気

きがる
軽

に参
さんか

加できるスポーツ大
たいかい

会の開
かいさい

催を通
とお

して笑
えがお

顔の

共
きょうゆう

有・	発
はっしん

信	を行
おこな

いました。

　「関
かか

わる人
ひと

々
びと

が、主
しゅたいてき

体的に笑
えがお

顔で活
かつどう

動している。

法
ほうじん

人が多
たよう

様な利
りようしゃ

用者さんに対
たい

して、笑
えがお

顔の支
しえん

援を

提
ていきょう

供 していることが共
きょうゆう

有されている」 状
じょうきょう

況 を

創
そうぞう

造することが、これからも目
め ざ
指したいゴールです。

２、ランドマークチーム

　目
め ざ
指すのは、地

ちいき
域のランドマークとなること。そ

のための、地
ちいき

域のひとたちがつながれる居
いばしょ
場所づく

りです。施
しせつ

設・事
じぎょうしょ

業所の設
せつび

備や機
きのう

能、職
しょくいん

員の知
ちしき

識や

スキルをもちいて、地
ちいき

域のひとの居
いばしょ
場所（福

ふくしきょてん
祉拠点

としての役
やくわり

割もある場
ばしょ

所）づくりに貢
こうけん

献します。

　2020(R2) 年
ねんど

度は地
ちいき

域ニーズの発
はっくつ

掘や勉
べんきょうかい

強 会・

見
けんがくかい

学 会などを行
おこな

いました。2021(R3) 年
ねんどいこう

度以降、

各
かくしせつ

施設・事
じぎょうしょ

業所で具
ぐたいてき

体的な取
と
り組

く
みに邁

まいしん
進します。

「子
こ
どもも、障

しょう
がい者

しゃ
も、高

こうれいしゃ
齢者も、足

あだちほうえいかい
立邦栄会を

自
じゆう

由に使
つか

えて、喜
よろこ

んでいる。笑
わら

ってる。」そのよう

な拠
きょてん

点づくりが目
もくひょう

標です。

３、組
そしき

織チーム

　目
め ざ
指すのは、法

ほうじんない
人 内 で 働

はたら
くひとたちが誇

ほこ
りにお

もえる職
しょくば

場づくりです。組
そしきない

織内のルールづくりなど、

経
けいえいあんていか

営安定化も視
し や
野に入

い
れた組

そしき
織づくりを行

おこな
います。

　2022(R4) 年
ねん

４月
がつ

１ 日
ついたち

からの人
じんざいぶ

財部・財
ざいむぶ

務部・

情
じょうほう

報 マーケティング部
ぶ
の立

た
ち上

あ
げなど、法

ほうじんそしき
人組織

の 強
きょうか

化・ 拡
かくじゅう

充に取
と
り組

く
みます。

４、食
しょく

チーム

　目
め ざ
指すのは、人

ひと
が生

い
きていくために必

ひつようふかけつ
要不可欠

な「食
しょく

」という力
ちから

（パワー）を活
かつよう

用して、ビジョ

ン 2023 の実
じつげん

現と、人
ひと

が集
あつ

まる法
ほうじん

人づくりです。

「幸
しあわ

せと食
しょく

」をキーワードに、地
ちいきこうりゅう

域 交 流を視
し や
野に

入
い
れた 関

かんれんじぎょう
連 事 業を企

きかく
画し実

じっこう
行していきます。

５、育
いくせい

成チーム

　目
め ざ
指すのは、法

ほうじん
人として、より豊

ゆた
かな利

りようしゃしえん
用者支援

ができる育
いくせいたいせい

成体制の構
こうちく

築です。職
しょくいん

員一
ひとり

人ひとり

のキャリアアップの道
みちすじ

筋に応
おう

じた研
けんしゅう

修システムをつ

くることを目
め ざ
指します。

　2020(R2) 年
ねんど

度は法
ほうじんぜんたい

人全体	で 事
じれいけんとうかい

例 検 討 会に取
と

り組
く
みました。それをもとに、職

しょくいん
員がスムーズに

キャリアを積
つ
み上

あ
げるシステムの実

じつげん
現と、 職

しょくいん
員

一
ひとり

人ひとりが働
はたら

きがいがあり誇
ほこ

りを持
も
てる職

しょくばづく
場作

りに取
と
り組

く
みます。

６、 情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室

　目
め ざ
指すのは、①法

ほうじん
人のビジョンを内

ないがい
外に発

はっしん
信する

②それぞれの事
じぎょうしょ

業所の活
かつりょく

力ある姿
すがた

を共
きょうゆう

有する③ 人
ひと

や情
じょうほう

報を外
がいぶ

部から多
おお

く集
あつ

める、の３点
てん

です。イン

ターネット関
かんれん

連の発
はっしんりょく

信力を高
たか

めるとともに、情
じょうほう

報

の収
しゅうしゅう

集・ 精
せいさ

査・ 分
ぶんせき

析にも取
と
り組

く
んでいきます。

・V
び じ ょ ん
ISION：（目

め ざ
指す社

しゃかい
会）

　私
わたし

たちは、お互
たが

いの違
ちが

いと存
そんざいかち

在価値を認
みと

め

　合
あ
える社

しゃかい
会、幸

しあわ
せを実

じっかん
感できる共

きょうせいしゃかい
生社会を

　目
め ざ
指します。

・M
み っ し ょ ん
ISSION：（社

しゃかいてきやくわり
会的役割、目

もくてき
的）

　私
わたし

たちは、違
ちが

いを認
みと

め合
あ
える新

あたら
しいつながり

　方
かた

を創
そうぞう

造します。

・V
ば り ゅ ー
ALUE：（生

う
み出

だ
す価

か ち
値）

　私
わたし

たちは、その人
ひと

にとっての “しあわせ” を

　共
とも

に生
う
み出

だ
し届

とど
けます

・A
あ く し ょ ん
CTION：（事

じぎょう
業・活

かつどう
動）

　1. 笑
えがお

顔を届
とど

ける（H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart）

　　関
かか

わる全
すべ

てのひとたちが笑
えがお

顔になれる

　　サービスづくり

　2. 地
ちいき

域のランドマークとなる

　　地
ちいき

域のひとたちがつながれる居
いばしょ
場所づくり

　3. 強
つよ

くしなやかな組
そしき

織をつくる

　　働
はたら

くひとたちが誇
ほこ

りに思
おも

える職
しょくば

場づくり

ビジョン 2023 実
じっこういいんかい

行委員会　野
の ざ き

崎　建
けんじろう

治郎
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2019 〜 2023 中
ちゅうちょうきけいかく

長 期 計 画　



水沢俊昭大仁田妙子 中村晋也笠原伸一 佐久間幸子 六笠良一鈴木綾子

笑顔チームメンバー

こ
れ

ま
で

笑
顔

チ
ー

ム

こ
れ

ま
で

笑
顔

チ
ー

ム

笑
え が お

顔チーム　大
お お に た

仁田　妙
た え こ

子　

　私
わたし

たち「笑
えがお

顔チーム」は、かかわるすべての人
ひと

た

ちが笑
えがお

顔になれるサービスづくりをモットーに、そ

れぞれが主
しゅたいてき

体的に「笑
えがお

顔」で活
かつどう

動している光
こうけい

景や、

法
ほうじんぜんたい

人全体が多
たよう

様な利
りようしゃ

用者さんに対
たい

して「笑
えがお

顔」の

支
しえん

援を提
ていきょう

供している日
にちじょう

常を描
えが

きながら、利
りようしゃ

用者さん

と職
しょくいん

員 全
ぜんいん

員	で楽
たの

しめる企
きかく

画を考
かんが

えています。

　この２０年
ねんかん

間、足
あだちほうえいかい

立邦栄会は足
あだちく

立区と府
ふちゅうし

中市・

そして狛
こまえし
江市と、それぞれの地

ちいき
域でそれぞれの活

かつどう
動

を行
おこな

って発
はってん

展してきました。地
ちいき

域の違
ちが

いはもちろん、

対
たいしょう

象 とする利
りようしゃ

用者さんも事
じぎょうしょ

業所ごとに違
ちが

い、生
せいかつ

活

の時
じかん

間にもちょっとした違
ちが

いがあります。それぞ

れ歴
れきし

史があり、いろいろ違
ちが

うという豊
ゆた

かさが法
ほうじん

人の

魅
みりょく

力でもあります。笑
えがお

顔チームではその違
ちが

いを前
ぜんてい

提

に「一
いっしょ

緒にできることを考
かんが

える事
こと

」から始
はじ

まりまし

た。毎
まいつき

月１回
かい

の会
かいぎ

議では笑
えがお

顔チームのモットーを

確
かくにん

認しながら、夢
ゆめ

を語
かた

り、これならいけるかも！と

考
かんが

え付
つ
いたのが、パラリンピックの正

せいしきしゅもく
式種目でもあ

るスポーツ「ボッチャ」でした。

　「人
じんせい

生は楽
たの

しむこと！勝
か
てばもっと楽

たの
しい！！」

「練
れんしゅう

習は重
かさ

ねてきた。若
わか

いもんには負
ま
けられない！」

「頭
ずのう

脳プレイで勝
しょうり

利を目
め ざ
指す！」「俊

しゅんびん
敏さと考

こうさつりょく
察 力

で勝
か
つ！」等

など
々
など

、各
かくじぎょうしょ

事 業 所の意
い き ご
気込みも、ゲー

ムの回
かいすう

数を重
かさ

ねるごとに上
あ
がってきました。そし

て迎
むか

えた決
けっしょうせん

勝 戦！オンラインで行
おこ

なった試
しあい

合は、

想
そうぞういじょう

像以上の笑
えがお

顔あふれる大
たいかい

会になりました。

　「 ボ ッ チ ャ」 は、 ヨ ー ロ ッ パ で 生
う

ま れ た

重
じゅうどのうせいまひしゃ

度脳性麻痺者もしくは同
どうていど

程度の四
ししじゅうどきのう

肢重度機能

障
しょう

がい者
しゃ

のために考
こうあん

案されたスポーツです。ジャッ

クボール（ 目
もくひょうきゅう

標 球 ）と呼
よ
ばれる白

しろ
いボールに、

赤
あか

・青
あお

のそれぞれ６球
きゅう

ずつのカラーボールを投
な
げた

り、転
ころ

がしたり、他
ほか

のボールに当
あ
てたりして、いか

に近
ちか

づけるかを競
きそ

います。ボールを投
な
げることがで

きなくても、勾
こうばいぐ

配具（ランプス）を使
つか

い、自
じぶん

分の

意
い し
思を介

かいじょしゃ
助者に伝

つた
えることができれば、どなたでも

参
さんか

加できるスポーツです。

　とは言
い
えボッチャを全

まった
く知

し
らない職

しょくいん
員も多

おお
く、い

きなり正
せいしき

式ルールで行
おこな

うにはハードルが高
たか

く「でき

ない！やらない！」になってしまいます。利
りようしゃ

用者

さんと職
しょくいん

員のモチベーションをあげていくのが最
さいだい

大

の課
かだい

題でした。チームで話
はな

し合
あ
い「まずはボール

に触
さわ

ってもらおう。楽
たの

しいわかりやすいゲームで

やってみよう！」と、気
きがる

軽に楽
たの

しんでできる活
かつどう

動

の提
ていあん

案をしていきました。チラシを作
つく

り各
かくじぎょうしょ

事業所

に掲
けいじ

示し、法
ほうじんぜんたい

人全体で行
おこな

う雰
ふんいき

囲気を作
つく

り、目
もくひょう

標と

していた法
ほうじん

人創
そうりつづき

立月の１月
がつ

に「創
そうりつ

立２０周
しゅうねんきねん

年記念　

スマイル杯
はい

　みんなでボッチャ大
たいかい

会」を開
かいさい

催する

運
はこ

びとなったのです。ルールも法
ほうじん

人オリジナルで

考
こうあん

案。市
しはん

販のボッチャターゲットを利
りよう

用し赤
あか

と青
あお

の

ボール１２個
こ
を３メートル離

はな
れた場

ばしょ
所から投

な
げ入

い

れ、得
とくてんわく

点枠に入
はい

ったボールの合
ごうけいてんすう

計点数で競
きそ

うものに

しました。ボールを手
て
で投

な
げても良

よし
！、足

あし
で蹴

け
って

も O
おっけー

K ！、もちろんランプスを使
つか

っても大
だいじょうぶ

丈夫！　

とにかく１個
こ
でも多

おお
くのボールを点

とくてんわく
数枠の中

なか
に

入
い
れ、高

こうとくてん
得点を目

め ざ
指すという単

たんじゅん
純でわかりやすい

ルールを 各
かくじぎょうしょ

事 業 所に説
せつめい

明し、より多
おお

くのチームが

予
よせんかい

選会に参
さんか

加できるように伝
つた

えていきました。

　利
りようしゃ

用者さんと職
しょくいん

員がごちゃ混
ま
ぜになって、共

とも
に

頂
ちょうてん

点を目
め ざ
指す大

たいかい
会には事

じぎょうしょ
業所ごとのドラマがあり、

笑
えがお

顔チーム担
たんとうしゃ

当者の「悲
ひ き
喜こもごも！？」もありま

した。当
とうしょしんぱい

初心配していた「違
ちが

い」も、「コロナ」も

知
ち え
恵と工

くふう
夫で乗

のりこ
越え（！？）ていました。今

こんき
期の

経
けいけん

験は、これからの交
こうりゅう

流の在
あ
り方

かた
をはじめ、違

ちが
いを

超
こ
えて一

いっしょ
緒に楽

たの
しむことや、所

しょぞく
属している事

じぎょうしょ
業所

の一
いったいかんなど

体感等、法
ほうじんぜんたい

人 全 体でできるヒントを沢
たくさんえ

山得

られました。次
じねんどいこう

年度以降も、この経
けいけん

験を活
い
かした

共
きょうつう

通の 活
かつどう

動 の 提
ていきょう

供 を 実
じっし

施していきます。

参
さんこう

考： 日
にほん

本 ボ ッ チ ャ 協
きょうかい

会

https://japan-boccia.com
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前田則明野尻和美後藤晴美

笑
え が お

顔チームの活
か つ ど う ほ う こ く

動報告



食
しょく

チーム　伊
い と う

藤　剛
ごう

　　

こ
れ

ま
で

食
チ

ー
ム

こ
れ

ま
で

食
チ

ー
ム

佐久間友弘大西　真 菅野健司石田和也伊藤　剛 大仁田妙子

食チームメンバー
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　「食
しょく

」は生
せいかつ

活に欠
か
かせないものであり、多

おお
くのひ

とにとって生
せいかつ

活の楽
たの

しみの一
ひと

つです。その「食
しょく

」と

いう力
ちから

（パワー）を、法
ほうじん

人のビジョンの起
きばくざい

爆剤とし、

その 力
ちから

を 十
じゅうぶん

分に生
い
かし、ひとが集

あつ
まる法

ほうじん
人に導

みちび
く。

食
しょく

チームはそんな少
すこ

しかっこつけたスローガンを

掲
かか

げ、スタートしました。

　法
ほうじん

人がその土
どだいづく

台作りとして目
め ざ
指す “事

じぎょうしょ
業所から

法
ほうじん

人へ” に向
む
けて、食

しょく
チームはどのような貢

こうけん
献がで

きるのか。

　食
しょくじていきょう

事提供は大
おお

きく足
あだち

立と多
た ま
摩の２か所

しょ
で行
おこな

って

います。まずは互
たが

いにつながりあい、情
じょうほうこうかん

報交換が

できる環
かんきょう

境と刺
しげき

激を受
う
け合

あ
いながら成

せいちょう
長できる場

ば
づ

くりができれば、可
かのうせい

能性が広
ひろ

がるのではないか。

　そして、普
ふだん

段は裏
うらかた

方として食
しょくじ

事を作
つく

ってくれて

いる調
ちょうりし

理師がメンバーに加
くわ

わり、食
しょく

へのこだわり

を新
あたら

しい角
かくど

度からアプローチすることを目
め ざ
指して

活
かつどう

動がスタートしました。普
ふだん

段、食
しょくじこんだて

事献立を作
さくせい

成し

ている栄
えいようし

養士ではなく、調
ちょうりし

理師が主
しゅ

メンバーとなっ

たことは、のちに大
おお

きな意
い み
味を成

な
したと思

おも
います。

　スタート当
とうしょ

初、「食
しょく

」に関
かか

わるニーズを掘
ほ
り起

お

こそうと、大
おお

きく分
わ
けて３つの計

けいかく
画をしていま

した。①「利
りようしゃ

用者さん」には食
しょくじしえんか

事支援科（課
か
）と

食
しょく

チームが発
はつあん

案する単
たんぱつてき

発的なイベント、例
たと

えば

日
にほんぜんこくきょうどりょうり

本 全 国 郷 土 料 理 シ リ ー ズ ( イベント食
しょく

)・

手
てづく

作りスイーツイベント・おやつでの駄
だ が し や
菓子屋シ

ステムなど。②「職
しょくいん

員」には真
しんくうちょうり

空調理を活
い
かし

た福
ふくりこうせい

利厚生の一
いっかん

環として、新
しん

メニューの提
ていあん

案と

試
ししょくかい

食会・真
しんくうちょうり

空調理の持
も
ち帰

かえ
り弁

べんとう
当・クッキング

教
きょうしつ

室 など。そして③「地
ちいき

域」に向
む

けた他
た

プロ

ジェクトや他
ただんたい

団体との協
きょうどう

働（Fes.2020 への関
かか

わ

り・施
しせつけんがくかい

設見学会と食
しょくじかい

事会の共
きょうさい

催・こども食
しょくどうなど

堂等の

外
がいぶだんたい
部団体とのつながり強

きょうか
化など）を企

きかく
画しました。

　その後
ご
の 新

しんがた
型 コ ロ ナ ウ イ ル スの流

りゅうこう
行により、

昨
さくねん

年１年
ねんかん

間は、感
かんせんよぼう

染予防と並
へいこう

行しながらの活
かつどう

動

で思
おも

うように進
すす

むことができませんでしたが、１

年
ねんた

経ったいまもやりたいこと、目
め ざ
指すところは変

か

わっていません。

　初
しょねんど

年度はじめに取
と
り組

く
んだことは、足

あだち
立・多

た ま
摩

の自
じまん

慢の厨
ちゅうぼう

房の日
にちじょう

常や活
かつどう

動を法
ほうじんないぶ

人内部に伝
つた

えるこ

とでした。食
しょく

チームの広
こうほうし

報誌『たのしくパクりん

こ』の創
そうかん

刊です。広
こうほうし

報誌の名
なまえ

前は両
りょう

ブロックの

食
しょくじしえんか

事支援科 ( 課
か

) 内
ない

で募
ぼしゅう

集し、投
とうひょう

票で決
き
めました。

緊
きんきゅうじたいせんげん

急 事 態 宣 言が明
あ
けた８月

がつ
から毎

まいつき
月発

はっかん
刊し、９

号
ごう

まで発
はっかん

刊できました（2021(R3) 年
ねん

４月
がつげんざい

現在）。

食
しょくじしえんか

事 支 援 科 ( 課
か

) 職
しょくいん

員の紹
しょうかい

介、提
ていきょう

供した行
ぎょうじしょく

事食、

新
あたら

しい献
こんだて

立、食
しょく

チームの活
かつどう

動などを掲
けいさい

載していま

す。「食
しょく

」という最
さいきょう

強のアイテムを携
たずさ

え、食
しょく

チーム

の活
かつどう

動が法
ほうじんぜんたい

人全体にとても良
よ
い効

こうか
果をもたらしてい

けるよう、今
こんご

後も継
けいぞく

続していきたいと思
おも

います。

　下
しもはんき

半期に入
はい

り感
かんせんよぼうたいさく

染予防対策の影
えいきょう

響が続
つづ

く中
なか

、何
なに

か食
しょく

チームとしてのイベントを！と考
かんが

えたのが食
しょく

チーム企
きかくだいにだん

画第二弾！？『巨
きょだい

大ケーキでデコりんこ』

でした。思
おも

い思
おも

いに大
おお

きなケーキをデコレーショ

ンしてただ食
た
べるという、なんという単

たんじゅん
純で 純

じゅんすい
粋

な企
きかく

画！！。再
ふたた

びの緊
きんきゅうじたいせんげん

急事態宣言でそれぞれにフ

ラストレーションも感
かん

じていました。1 月
がつ

に予
よてい

定

されていた記
きねんしきてん

念式典が延
えんき

期された中
なか

、足
あだちほうえいかい

立邦栄会

２０周
しゅうねんきねんじぎょう

年記念事業の一
いっかん

環として “事
じぎょうしょ

業所から法
ほうじん

人

へ” をコンセプトに、法
ほうじんない

人内で同
おな

じ企
きかく

画を共
きょうゆう

有した

いという思
おも

いではじめました。２月
がつ

に入
はい

りリブイン

さくらからスタートし、法
ほうじんない

人内１１か所
しょ

の事
じぎょうしょ

業所

で開
かいさい

催できました。どこもなかなかな仕
し あ
上がりとな

りました。見
み ば
栄えの良

よ
いものを作

つく
ろう、ここぞとば

かりに甘
あま

いものをたくさんかけてしまおうなど、さ

まざまなもくろみ？が交
こうさく

錯しながら、利
りようしゃ

用者さんは

もちろんですが職
しょくいん

員も一
いっしょ

緒に楽
たの

しむことができまし

た。たくさんの笑
えがお

顔をみることができ、今
こんご

後の活
かつどう

動

につながる企
きかく

画になったと思
おも

います。コロナという

非
ひじょうじたい

常 事 態だからこそ「食
しょく

」の力
ちから

が発
はっき

揮されたので

はないでしょうか。

　このように食
しょく

チームとしての１年
ねんめ

目は、法
ほうじん

人の

発
はってん

展に「食
しょく

」という最
さいきょう

強のアイテムをどのよう

に活
い
かしていくのか、そして裏

うらかた
方の印

いんしょう
象がある

食
しょくじしえんか

事支援科(課
か
)の職

しょくいん
員が活

かつやく
躍できる場

ば
をどうつくっ

ていくのかを考
かんが

えながら活
かつどう

動できました。

　そのほかにも、選
せんたくしょく

択食の見
み
える化

か
、食

しょくじしえんか
事 支 援 科

( 課
か

) からのイベント発
はつあん

案、新
あら

たな献
こんだて

立メニューや

郷
きょうどりょうり

土 料 理シリーズ ( イベント食
しょく

) の提
ていきょう

供などを進
すす

めています。

　そして何
なに

よりも、両
りょう

ブロックの調
ちょうりし

理師が主
しゅたい

体の

合
ごうぎたい

議体が初
はじ

めて生
う
まれたことが、法

ほうじん
人にとって大

おお
き

な成
せいか

果であり、今
こんご

後の運
うんえい

営や展
てんかい

開に必
かなら

ず大
おお

きな意
い み
味

を成
な
しつながっていくものだと感

かん
じています。

食
しょく

チーム企
きかくだいにだん

画第二弾！？『巨
きょだい

大ケーキでデコりんこ』

食
しょく

チームの活
か つ ど う ほ う こ く

動報告

　「食
しょく

」は人
ひと

を「幸
こうふく

福」にも「不
ふこう

幸」にもする力
ちから

（パワー）を持
も

つ



ランドマークチームの活
か つ ど う ほ う こ く

動報告 
ランドマークチーム　岩

いわさき
﨑　京

きょうこ
子　

こ
れ

ま
で

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

チ
ー

ム

こ
れ

ま
で

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

チ
ー

ム

　ランドマークチームは、「地
ちいき

域のランドマークと

なる〜地
ちいき

域のひとたちがつながれる居
いばしょ

場所づくり

〜」を目
め ざ
指して、子

こ
どもも、障

しょう
がい者

しゃ
も、高

こうれいしゃ
齢者も、

足
あだちほうえいかい

立邦栄会を自
じゆう

由に使
つか

えて、喜
よろこ

んでいる、笑
わら

って

いる、あそこがあると安
あんしん

心できると思
おも

ってもらえる

場
ば
をつくる事

こと
に一

いっぽ
歩ずつ歩

あゆ
みを進

すす
めています。

　Fes.2020 では、当
とうしょ

初はいろんなことを考
かんが

えてい

ました。キックオフミーティングでは、所
しょぞく

属する

拠
きょてん

点・ 事
じぎょうしょ

業 所 の 地
ちいきせい

域 性、地
ちいき

域に対
たい

しての強
つよ

み・

弱
よわ

みなどを出
だ
し合

あ
って、そして実

じっさい
際にチームメン

バーでお互
たが

いのこと（事
じぎょうしょ

業所）を知
し
り（相

そうごけんがく
互見学）、

さらに学
まな

びたい先
せんしんてき

進的／活
かつりょく

力あるところに見
けんがく

学に

行
い
く、そうしてチームとしての具

ぐたいてき
体的なビジョンを

膨
ふく

らませて、やがて実
じっせん

践につなげていくんだという

意
い き ご
気込みでした。でもコロナ禍

か
の高

たかなみ
波をまともに被

かぶ

ることとなりました。

①まず足
あしもと

元から各
かくじぎょうしょ

事業所を知
し
る事

こと
。チームメンバー

相
そうご

互の見
けんがくかい

学会の実
じっし

施については、2020(R2) 年
ねん

６月
がつ

に

１回
かいめ

目としてこまえ工
こうぼう

房の見
けんがく

学は実
じっし

施しましたが、

その後
ご
は対

たいめん
面での会

かいぎ
議すら実

じっし
施できず、テレビ会

かいぎ
議

で 写
しゃしんなど

真 等 を 用
もち

いてお互
たが

いの 事
じぎょうしょ

業 所を紹
しょうかい

介し合
あ
い

ました。

②地
ちいき

域でランドマークとなっている施
しせつなど

設等の

見
けんがくかい

学 会の計
けいかく

画。メンバーで出
だ
し合

あ
ったたくさんの

候
こうほ

補から絞
しぼ

っていったのは、次
つぎ

のようなところでした。

　「 絆
きずなしゃかい

社 会 の 実
じつげん

現 」というミッションのもと、た

くさんの方
かた

との繋
つな

がりを作
つく

っている障
しょう

がい者
しゃしせつ

施設。

「あきらめない介
かいご

護」を理
りねん

念として愛
あいけん

犬や 愛
あいびょう

猫

と一
いっしょ

緒に入
にゅうきょ

居できる特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホーム。いろ

んな人
ひと

が集
あつ

まり活
かっき

気のある地
ちいき

域づくりをしているコ

ミュニティカフェ。関
かんとう

東から離
はな

れた所
ところ

では、子
こ
ども・

障
しょう

がい者
しゃ

・高
こうれいしゃ

齢者、ごちゃまぜでにぎやかなデイ

サービスなど。しかし、これもほとんど中
ちゅうし

止を余
よ ぎ
儀

なくされました。（少
すこし

し世
せけん

間が落
お
ち着

つ
いているとき

に、少
しょうにんずう

人数で、近
きんりん

隣や関
かんけい

係の深
ふか

い事
じぎょうしょ

業所を２ヶ
かしょ

所

ほど見
けんがく

学しました。）

③自
じぶん

分たちの足
あしもと

元をしっかり見
み す
据え、やがて地

ちいき
域に

向
む
かって大

おお
きく羽

は
ばたけるように、この間

かんじぶん
自分たち

が学
まな

んだこと、考
かんが

えたこと、やりたいことをまとめ

ることにしました。

●チームさくら（さくらとリブインさくら合
ごうどう
同チー

ム）：『地
ちいき
域と笑

えがお
顔の架

か
け橋

はし
に！！』

　さくらの地
ちいきかだい

域課題や実
じっせん

践、そして地
ちいきかつどう

域活動をし

堀越美惠岩﨑京子 六笠良一塩浦由美子 鈴木　望 徳武　孝高島逸巨

ランドマークチームメンバー

ている他
たじぎょうしょ

事業所の実
じっせん

践も参
さんこう

考に、認
にんちしょう

知症サポーター

養
ようせいこうざ

成 講 座やあんしん協
きょうりょくきかん

力 機 関に登
とうろく

録など、これ

から取
と
り組

く
んでいくことが見

み
えてきました。またリ

ブインさくらもさくらと一
いっしょ

緒に取
と
り組

く
んで、催

もよお
しも

のと見
けんがくかい

学会など、良
よ
いモノを創

つく
るアイデアを出

だ
し合

あ

いました。

●チームこまえ：『多
たしゅたよう
種多様なコミュニティを目

め ざ
指

して』

　「共
きょうせいがた

生型」というワードに着
ちゃくもく

目し、近
きんりん

隣のフリー

スペースに話
はなし

を聞
き
きに行

い
きました。そこからまた

地
ちいき

域で活
かつどう

動する 団
だんたい

体 を 紹
しょうかい

介してもらい、つなが

りが広
ひろ

がってきました。社
しゃかいふくしきょうぎかい

会 福 祉 協 議 会の力
ちから

も

借
か
りて、これから 交

こうりゅう
流・ 発

はっしん
信・話

はな
し合

あ
い・お手

てつだ
伝

いなど、その輪
わ
を広

ひろ
げていきたいと思

おも
います。

●チームみずき：『外
そと
の風

かぜ
をみずきの空

くうき
気に』

　地
ちいき

域に向
む
けてカフェなど地

ちいきてんかい
域展開を活

かっぱつ
発に行

おこ
なっ

ている事
じぎょうしょ

業 所、隣
となり

にあって配
はいしょく

食サービスなども

行
おこ

なっている事
じぎょうしょ

業所を見
けんがく

学しました。みずき内
ない

に

2020(R2) 年
ねん

９月
がつ

にオープンした‘c
かふぇ
afé	 a

あっと
t ’を起

きてん
点に、

利
りようしゃ

用者さんと地
ちいき

域を結
むす

ぶ笑
えがお

顔の交
こうさてん

差点となる取
と
り組

く

みを具
ぐたいか
体化していきたいです。

④それぞれのチームがこれから目
め ざ
指すランドマーク

の第
だい

１歩
ぽ
としての研

けんきゅうはっぴょうかい
究 発 表 会の実

じっし
施（2021(R3)

年
ねん

２月
がつ

）

　テレビ会
かいぎ

議システムを使
つか

って、上
じょうき

記３チームの

活
かつどう

動を発
はっぴょう

表。各
かくじぎょうしょ

事業所から 沢
たくさん

山 の 職
しょくいん

員 の 参
さんか

加

（４拠
きょてん

点から計
けい

４５名
めい

）がありました。とても励
はげ

み

になりました。そこでのアンケート結
けっか

果を参
さんこう

考にし、

地
ちいき

域で何
なに

が出
で き
来るのか、今

こんご
後の活

かつどう
動の糧

かて
としていき

ます。

　ランドマークチームは新
しんがた

型コロナウイルスの

影
えいきょう

響 を 最
もっと

も受
う
けたチームと言

い
えるかもしれま

せん。ですがそのおかげで、私
わたし

たちそれぞれの

「地
ちいき

域」に改
あらた

めて目
め
が向

む
きました。

　　「地
ちいき

域」を知
し
る事

こと
、「地

ちいき
域」に何

なに
が必

ひつよう
要とされて

いるのか調
しら

べる事
こと

、考
かんが

える事
こと

、話
はな

し合
あ
う事

こと
、それは

私
わたし

たちランドマークチームにとって足
あしもと

元を固
かた

める為
ため

に必
ひつよう

要な事
こと

だったと確
かくしん

信しています。
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こ
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ま
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育
成

チ
ー

ム

こ
れ

ま
で

育
成

チ
ー

ム

育
い く せ い

成チームの活
か つ ど う ほ う こ く

動報告 
育
いくせい

成チーム　近
ちかおか

岡　真
ま さ と

佐人　 花松顕央片岡尚子 副島一美飛彈野一徳 丹保眞紀子近岡真佐人 金井正憲

育成チームメンバー

　育
いくせい

成チームは、人
じんざいいくせい

材育成プロジェクトという

事
じぎょうしょおうだんがた

業 所 横 断 型プロジェクトとして先
せんこう

行して動
うご

い

ていたプロジェクトが母
ぼたい

体となって出
で き あ
来上がった

チームです。

　 人
じんざいいくせい

材 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト 自
じたい

体 は、2014(H26)

年
ねん

に法
ほうじん

人の「軸
じく

を合
あ

わせる」ことを目
もくてき

的に、

事
じぎょうしょおうだん

業 所 横 断の部
ぶかい

会を立
た
ち上

あ
げ、一

いちねんかん
年間を通

とお
して

ワークを行
おこな

うなどの活
かつどう

動を始
はじ

めました。手
てさぐ

探りで始
はじ

まったプロジェクトでしたが、2017(H29) 年
ねんごろ

頃から

は、「軸
じく

を合
あ
わせる＝対

たいわ
話と協

きょうどう
働の土

どじょう
壌づくり」と

して、ワークショップ形
けいしき

式 の 研
けんしゅう

修 を 中
ちゅうしん

心とし

て、外
がいぶ

部 の 事
じぎょうしょ

業 所 や 組
そしき

織 などとも関
かか

わりなが

ら行
おこな

ってきました。

　こうした取
と
り組

く
みをベースとして、育

いくせい
成チームで

は「法
ほうじん

人として、より豊
ゆた

かな利
りようしゃしえん

用者支援ができる

育
いくせいたいせい

成体制をつくる」ことを目
もくてき

的に、キャリアパス

に基
もと

づいた研
けんしゅう

修システムの構
こうちく

築を目
め ざ
指しています。

　そんな中
なか

、2020(R2) 年
ねんど

度は研
けんしゅう

修システム作
づく

りの

検
けんとう

討と、事
じれいけんとうかい

例検討会の２本
ほんだ

立てで行
おこな

うように企
きかく

画

しました。しかし、新
しんがた

型コロナウイルスの 流
りゅうこう

行

などもあり、事
じれいけんとうかい

例検討会を	 中
ちゅうしん

心としたプログラ

ムへと変
へんこう

更しています。事
じれいけんとうかい

例検討会を通
つう

じては、

各
かくじぎょうしょ

事 業 所の実
じっさい

際（支
しえん

援、	 現
げんじょう

状、	課
かだい

題など）を

共
きょうゆう

有 するとともに、他
たじぎょうしょ

事業所からの視
してん

点であらた

な気
き
づきにつなげていくことを目

め ざ
指しました。また、

コロナ禍
か
の 情

じょうせい
勢 を 鑑

かんが
み 検

けんとうかい
討 会は	テレビ会

かいぎ
議シ

ステムを利
りよう

用してさくら、狛
こまえ

江、リブインさくら、

みずきを繋
つな

いで行
おこな

いました。

　第
だい

１回
かいめ

目の事
じれいけんとうかい

例 検 討 会は、さくらの帰
きたくがんぼう

宅 願 望

がある高
こうれいにゅうきょしゃ

齢 入 居 者さんの事
じれい

例を検
けんとう

討しました。

初
しょかい

回ということもあり、テレビ会
かいぎ

議システム自
じたい

体に

不
ふ な
慣れな面

めん
も多

おお
く、反

はんせいてん
省点も多

おお
く出

で
ました。

　２回
かいめ

目は狛
こまえ

江の相
そうだんしえんじぎょうしょ

談支援事業所から、地
ちいき

域で

一
ひとりぐ

人暮らしをされている障
しょう

がい者
しゃ

（知
ちてき

的）の方
かた

の

事
じれい

例を取
と
り上

あ
げました。ご本

ほんにん
人を中

ちゅうしん
心に、様

さま
々
ざま

なサー

ビスを使
つか

いながら地
ちいき

域で暮
く
らしていく際

さい
の課

かだい
題など

が共
きょうゆう

有されました。

　３回
かいめ

目は、新型コロナウイルスの影
えいきょう

響で楽
たの

し

みの外
がいしゅつ

出などが難
むずか

しくなったリブインさくらの

入
にゅうきょしゃ

居 者 さんの事
じれい

例となり、タイムリーな事
じれい

例を

検
けんとう

討することが出
で き
来ました。

　最
さいご

後の４回
かいめ

目は、身
しんたい

体に障
しょう

がいのあるみずきの方
かた

の事
じれい

例で、ご本
ほんにん

人のコミュニケーション方
ほうほう

法が、周
まわ

りからは不
ふかい

快と思
おも

われてしまう例
れい

を検
けんとう

討しました。

ご本
ほんにん

人の気
き も
持ちと、職

しょくいん
員の接

せっ
し方

かた
、周

まわ
りの方

かた
の思

おも
い

など、様
さま

々
ざま

な思
おも

いが絡
から

んだ事
じれい

例でした。

　どの事
じれい

例も、各
かくじぎょうしょ

事業所では当
あ
たり前

まえ
にある事

じれい
例

かもしれませんが、普
ふだんふ
段触れ合

あ
うことの少

すく
ない他

た
の

事
じぎょうしょ

業所では新
しんせん

鮮に受
う
け止

と
められていました。また、

検
けんとう

討の中
なか

でも普
ふだんせっ

段接していない事
じぎょうしょ

業所ほど、発
はっそう

想が

自
じゆう
由になり、新

あら
たな視

してん
点での意

いけん
見が出

で
てきていました。

　テレビ会
かいぎ

議を使
つか

っての研
けんしゅう

修なので、それぞれの

進
しんこう

行が微
びみょう

妙なところでずれてしまったり、 音
おんりょう

量

がそれぞれの場
ばしょ

所でうまく調
ちょうせい

整が出
で き
来ていなかった

り、上
う ま
手くいかない部

ぶぶん
分も多

た た
々ありました。また、

普
ふだんせっ

段接していない職
しょくいんどうし

員同士の意
いけんこうかん

見交換などはテレビ

会
かいぎ

議では難
むずか

しく、今
こんご

後の課
かだい

題も多
おお

く見
み
つかりました。

　しかし、移
いどう

動の手
て ま
間や時

じかん
間がかからず、自

じぶん
分の

所
しょぞく

属する事
じぎょうしょ

業所の近
ちか

くから、気
きがる

軽に 法
ほうじんぜんたい

人 全 体が繋
つな

がれるメリットもあり、多
おお

くの職
しょくいん

員の参
さんか

加を頂
いただ

き、

お互
たが

いを意
いしき

識する端
たんしょ

緒にはなったと思
おも

います。

　これまで、法
ほうじんぜんたい

人 全 体 の取
と
り組

く
み、特

とく
にだれでも

参
さんかでき
加出来て、多

おお
くの職

しょくいん
員が集

あつ
まる取

と
り組

く
みがあまり

ない中
なか

で、事
じれいけんとうかい

例検討会がこのような形
かたち

で行
おこな

えたこ

とは、「 事
じぎょうしょ

業 所 か ら 法
ほうじん

人 へ 」というスローガン

から考
かんが

えても、その一
いったん

端をしっかり担
にな

えたと自
じ ふ
負し

ています。

　今
こんかい

回の経
けいけん

験をもとに、目
もくてき

的と手
しゅほう

法を見
みさだ

定めながら、

研
けんしゅう

修システム体
たいけい

系に活
い
かしていきたいと思

おも
います。
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新卒採用プロジェクトメンバー

新
しんそつさいよう

卒採用プロジェクト　久
く き は ら

木原　優
ゆういち

一　

　新
しんそつさいよう

卒採用プロジェクトは、2018(H30) 年
ねん

６月
がつ

に

チームの原
げんけい

型となる３名
めい

の職
しょくいん

員によってスター

トしました。話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ね、足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会の

新
しんそつさいよう

卒 採 用の骨
こっかく

格となる「車
くるま

の 両
りょうりん

輪 ＝新
しんそつ

卒の

採
さいよう

用と 職
しょくばふうど

場 風 土づくり」が見
み
え始

はじ
め、１１月

がつ
に

各
かくじぎょうしょ

事 業 所で 新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクト立
た
ち上

あ
げの

企
きかくせつめい

画 説 明を行
おこな

い、コアメンバーの募
ぼしゅう

集を行
おこな

いまし

た。そこから足
あだち

立チーム４人
にん

と多
た ま
摩チーム２人

ふたり
で

足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会の 新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクトは 誕
たんじょう

生し

ました。

　新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクトが立
た
ち上

あ
がると、すぐ

に大
おお

きな壁
かべ

が立
た
ちふさがりました。 就

しゅうしょく
職 情

じょうほう
報

会
がいしゃ

社 が主
しゅさい

催する 合
ごうどうかいしゃせつめいかい

同 会 社 説 明 会です。メンバー

のほとんどが介
かいご

護に携
たずさ

わってきた中
なか

で、いきなり

不
ふとくていたすう

特定多数の学
がくせい

生さんに 足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会のことを

説
せつめい

明する、知
し
ってもらう。これはメンバー全

ぜんいん
員にとっ

て未
みけいけん

経験のことでした。どうしたら足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会

に関
かんしん

心を持
も
ってもらえるか？どういったことを

伝
つた

えれば魅
みりょく

力と感
かん

じてもらえるのか？そもそも

足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会の魅
みりょく

力はなんなのか？まず行
おこな

ったこ

とは、自
じぶん

分たちを知
し
る事

こと
でした。各

かくじぎょうしょ
事業所に行

い
き、

見
けんがく

学し、ミーティングでは理
りそう

想と現
げんじつ

実を話
はな

し合
あ
う。

そんな時
じかん

間を過
す
ごし、自

じぶん
分たちなりの準

じゅんび
備をして迎

むか

えた 合
ごうどうかいしゃせつめいかい

同 会 社 説 明 会では、新
しんそつさいよう

卒 採 用の難
むずか

しさ

を痛
つうかん

感することになりました。

　 予
よてい

定 し て い た イ ベ ン ト は 中
ちゅうし

止 に な り、

合
ごうどうかいしゃせつめいかい

同 会 社 説 明 会もオンラインでの開
かいさい

催に切
き
り

替
か
わり、当

とうしょよてい
初予定していたこと全

すべ
てが変

へんこう
更となっ

てしまいました。少
すこ

しずつ積
つ
み重

かさ
ねてきたことが

またゼロからのスタート。そんな毎
まいにち

日でしたが、

新
しんそつさいよう

卒採用コンサルタントの方
かた

とともに「学
がくせい

生さん

に寄
よ
り添

そ
う」採

さいようかつどう
用活動について、自

じぶん
分たちに求

もと
めら

れていることを改
あらた

めて考
かんが

えるきっかけになり、今
いま

で

は、当
あ
たり前

まえ
となっているオンライン会

かいしゃせつめいかい
社説明会

やインターンシップも、福
ふくしぎょうかい

祉業界では、先
さき

んじてチャ

レンジを行
おこな

ってきました。当
とうぜんしっぱい

然失敗することもあり

ましたが、試
しこうさくご

行錯誤を重
かさ

ねて取
と
り組

く
んできました。

その成
せいか

果は、少
すこ

しずつ形
かたち

となって現
あらわ

れ、2021(R3) 年
ねん

４月
がつ

は昨
さくねん

年よりも多
おお

い７名
めい

の新
しんそつにゅうしょくしゃ

卒 入 職 者となり

ました。多
おお

くの学
がくせい

生の方
かた

と関
かか

わり、繋
つな

がることがで

き、とても嬉
うれ

しいです。

　開
かいし

始してから 足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会のブースに３０分
ぷんかん

間、

誰
だれ

も立
た
ち寄

よ
ってくれない…。最

さいしょ
初に感

かん
じた事

こと
は、

準
じゅんび

備したことも説
せつめい

明できない無
むりょくかん

力 感でした。そ

こから、サポートメンバーとして参
さんか

加してくれた

現
げんばしょくいん

場 職 員の頑
がんば

張りもあり、少
すこ

しずつ立
た
ち寄

よ
ってく

れる学
がくせい

生が増
ふ
え始

はじ
め、学

がくせい
生さんへの説

せつめい
明も次

しだい
第に熱

ねつ

が入
はい

っていきました。そして学
がくせい

生さんの反
はんのうひと

応一つ一
ひと

つに喜
よろこ

びと楽
たの

しさを感
かん

じることができ、あっという

間
ま
に４時

じかん
間の 合

ごうどうかいしゃせつめいかい
同 会 社 説 明 会が終

しゅうりょう
了しました。

目
もくひょう

標 とした人
にんずう

数には僅
わず

かに届
とど

きませんでしたが、

新
しんそつさいよう

卒 採 用の難
むずか

しさと同
どうじ

時に、楽
たの

しさとやりがいを

感
かん

じられる１日
にち

となりました。この日
ひ
に感

かん
じた多

おお
く

の感
かんじょう

情が、足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会の 新
しんそつさいよう

卒 採 用の原
げんてん

点であり、

そのあと歩
あゆ

んできた２年
ねんかん

間の礎
いしずえ

になったと感
かん

じて

います。

そこから新
しんそつさいよう

卒採用プロジェクトは、自
じしん

身が所
しょぞく

属す

る事
じぎょうしょ

業所だけではなく、法
ほうじんぜんたい

人全体のことを「我
わ
が

事
こと

」として捉
とら

え、社
しゃかいてき

会的ニーズ、学
がくせい

生ニーズをチー

ム皆
みんな

で考
かんが

え、初
はじ

めての会
かいしゃせつめいかい

社説明会、初
はじ

めてのイン

ターンシップを企
きかく

画し取
と
り組

く
んできました。そし

て最
さいしょ

初の成
せいか

果として、なんと 2020(R2) 年
ねん

４月
がつ

には、

３名
めい

の新
しんそつにゅうしょくしゃ

卒 入 職 者を迎
むか

えることができました！

合
ごうどうにゅうしゃしき

同 入 社 式で再
さいかい

会した時
とき

の感
かんどう

動と達
たっせいかん

成感は今
いま

で

も忘
わす

れられません。

　順
じゅんぷうまんぱん

風 満 帆だと思
おも

われた新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクト

でしたが、2020(R2) 年
ねんど

度、大
おお

きな壁
かべ

が立
た
ち塞

ふさ
がりま

す。それは、足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会だけではなく、学
がくせい

生も含
ふく

めた社
しゃかいぜんたい

会全体に大
おお

きな混
こんらん

乱を巻
ま
き起

お
こした新

しんがた
型コロ

ナウイルスの世
せかいてきだいりゅうこう

界 的 大 流 行です。
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情報戦略室チームメンバー

情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室　徳
とくたけ

武　孝
たかし

　

　情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室の 目
もくてき

的 は 次
つぎ

の３点
てん

です。

　①地
ちいき

域の安
あんしん

心に寄
き よ
与すること（地

ちいきこうけん
域貢献）

　②日
ひ
々
び
の仕

しごと
事や支

しえん
援についての自

じしん
信と誇

ほこ
りを

　　職
しょくいん

員にもたらすこと（職
しょくいん
員のエンパワメント）　

　③利
りようしゃ

用者さんや福
ふくしげんば

祉現場が、地
ちいき

域や社
しゃかい

会と豊
ゆた

かに

　　つながること（豊
ゆた
かなつながりの創

そうぞう
造）

　そして法
ほうじん

人やそれぞれの事
じぎょうしょ

業所からの発
はっしん

信を、

地
ちいき

域・社
しゃかい

会の人
ひと

や、利
りようしゃ

用者さん、職
しょくいん

員のほうから、

聴
き
きたい、知

し
りたいと思

おも
ってもらえるように、法

ほうじん
人

の活
かつりょく

力ある姿
すがた

を、 魅
みりょくてき

力 的・ 効
こうかてき

果 的・ 戦
せんりゃくてき

略 的に

お伝
つた

えしたいと思
おも

って活
かつどう

動しています。

　Fes.2020 では、３つの柱
はしら

で活
かつどう

動してきました。

①２０周
しゅうねんきねんし

年記念誌「H
は ー と

eart t
とぅ
o H

は ー と
eart 20th」

　 こ の 記
き ね ん し

念 誌 の こ と で す！ 編
へんしゅうほうしん

集 方 針 は、

「足
あだちほうえいかい

立邦栄会のこれまで・現
げんざいち

在地・これからをひろ

く内
ないがい

外にアピールすることで、今
こんご

後の活
かつどう

動へのエネ

ルギーにしたい」としました。そして利
りようしゃ

用者さんと

２０周
しゅうねん

年を一
いっしょ

緒に喜
よろこ

べるようにすること、ビジョン

2023 の方
ほうこうせい

向性をしっかり伝
つた

えること、歴
れきし

史の積
つ
み

重
かさ

ねがあって今
いま

があることなどを大
だいじ

事にしました。

　私
わたし

たちの記
きねんし

念誌に込
こ
めた思

おも
いはお読

よ
みいただく

として、一
ひと

つだけご紹
しょうかい

介。この記
きねんし

念誌のタイトル

は、利
りようしゃ

用者さんと職
しょくいん

員から広
ひろ

く募
つの

りました。実
じつ

に

102（足
あだち

立ブロックと多
た ま
摩ブロックちょうど５１ず

つ）のタイトルを挙
あ
げていただきました。それをビ

ジョン 2023 実
じっこういいんかい

行委員会のメンバーによる一
いちじせんこう

次選考

で６つにまで絞
しぼ

りました。そして全
すべ

ての利
りようしゃ

用者

さん、職
しょくいん

員を有
ゆうけんしゃ

権者とした投
とうひょう

票で最
さいしゅうせんこう

終選考を 行
おこな

い、投
とうひょうそうすう

票 総 数 336 票
ひょう

の中
なか

から９３票
ひょう

を獲
かくとう

得した

「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart	20th」が選

えら
ばれました。

② Fes.2020 特
とくせつ

設ページ（ホームページ）

http://vision2023.houeikai.gr.jp/

　Fes.2020 の取
と
り組

く
みを広

ひろ
く内

ないがい
外に知

し
らせたい。

そのために Fes.2020 のホームページを作
つく

りまし

た。2020(R2) 年
ねん

６月
がつ

３０日
にち

からスタートして、ほ

ぼ毎
まいしゅうきじ

週記事をアップしました。「足
あだちほうえいかいそうりつ

立邦栄会創立

２０周
しゅうねんきねん

年記念　スマイル杯
はい

　みんなでボッチャ

大
たいかい

会」（笑
えがお

顔チーム）、「巨
きょだい

大ケーキでデコりんこデ

コレーション」（食
しょく

チーム）、「 事
じれいけんとうかい

例 検 討 会」（育
いくせい

成

チーム）、「研
けんきゅうはっぴょうかい

究 発 表 会」（ランドマークチーム）、

「合
ごうどうにゅうしゃしき

同 入 社 式」（新
しんそつさいよう

卒採用プロジェクト）など、

バラエティに富
と
んだ充

じゅうじつ
実したコンテンツ（内

ないよう
容）と

なっています。

　福
ふくし

祉とか地
ちいき

域にかかわる何
なに

かをやってみたい人
ひと

、

これからの時
じだい

代を担
にな

う人
ひと

など、一
ひとり

人でも多
おお

くの人
ひと

に

見
み
てもらいたいという願

ねが
いを込

こ
めて・・・。　

③「私
わたし

の２０年
ねん

」：職
しょくいん

員リレーエッセイ集
しゅう

　職
しょくいんひとり

員一人ひとりが法
ほうじん

人２０周
しゅうねん

年を自
じしん

身と重
かさ

ね合
あ

わせてとらえてもらおうと、「私
わたし

の２０年
ねん

」という

テーマでリレーエッセイを企
きかく

画しました。法
ほうじん

人の

全
ぜんじぎょうしょ

事業所、全
ぜんしょくいん

職員に呼
よ
び掛

か
けて、183 名

めい
の 職
しょくいん

員

のみなさんが執
しっぴつ

筆しました。リレーエッセイは、

壁
かべしんぶん

新聞「週
しゅうかん

刊リレーエッセイ私
わたし

の２０年
ねん

」として

まとめ、毎
まいしゅうかくじぎょうしょ

週 各 事 業 所の掲
けいじ

示スペースやスタッ

フルームに掲
けいじ

示。2020(R2) 年
ねん

５月
がつ

４ 日
よっか

創
そうかんごう

刊 号

から１週
しゅう

も休
やす

むことなく、１１月
がつ

１６日
にちだい

第２８号
ごう

で

無
ぶじかんそう

事完走できました。

　一
ひとり

人ひとりの思
おも

いのこもったエッセイ。誰
だれ

にも

かけがえのない大
だいじ

事な歴
れきし

史、思
おも

い、ひと．．．がある

のだとしみじみ思
おも

います。そして法
ほうじん

人が積
つ
み上

あ
げた

２０年
ねん

という年
ねんげつ

月を、次
つぎ

の２０年
ねん

につなぐために、

「一
ひとり

人ひとりを大
たいせつ

切に」というメッセージを発
はっしん

信で

きたリレーエッセイになったと思
おも

います。

　

　このリレーエッセイ、2021(R3) 年
ねん

１月
がつ

２１日
にち

の

法
ほうじんそうせつきねんび

人創設記念日に合
あ
わせ、「私

わたし
の２０年

ねん
」〜職

しょくいん
員リ

レーエッセイ集
しゅう

〜という冊
さっし

子にして職
しょくいん

員に配
くば

りま

した。社
しゃかい

会、福
ふくし

祉、法
ほうじん

人、個
こじんこじん

人個人の２０年
ねん

が、つ

ながりを持
も
って感

かん
じてもらえる、そんな冊

さっし
子になっ

たのではないでしょうか。
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こ
れ

ま
で

組
織

チ
ー

ム

こ
れ

ま
で

組
織

チ
ー

ム

伊藤　剛 近岡真佐人新井五輪子 深澤勝彦徳武　孝 野崎建治郎

組織チームメンバー

組
そ し き

織チーム　新
あ ら い

井　五
い わ こ

輪子　

　2020(R2) 年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

、足
あだちほうえいかい

立邦栄会の事
じぎょううんえい

業 運 営

開
かいし

始から２０年
ねん

が経
た
ちました。地

ちいき
域からの期

きたい
待に

応
こた

える形
かたち

で、さくら、みずき、こまえ、リブイン

さくらの事
じぎょうしょうんえい

業 所 運 営 を展
てんかい

開してきました。それ

ぞれの事
じぎょうしょ

業所では、利
りようしゃ

用者さんや地
ちいき

域の特
とくちょう

徴を踏
ふ
ま

えた 運
うんえい

営 を行
おこな

い、障
しょう

がい児
じ
から高

こうれいしゃ
齢者まで幅

はばひろ
広い

対
たいしょう

象 の方
かた

の支
しえん

援を行
おこな

ってきました。しかし、それ

ぞれの事
じぎょう

業で完
かんけつ

結してしまっており、事
じぎょうしょかん

業 所 間 の	

横
よこ

の繋
つな

がりがとても弱
よわ

く、法
ほうじん

人としての強
つよ

みを活
い
か

すことができていませんでした。

　事
じぎょうしょどうし

業所同士の横
よこ

の繋
つな

がりや理
りかい

解を深
ふか

め、法
ほうじん

人と

しての強
つよ

みを活
い
かすことができる組

そしき
織を構

こうちく
築するこ

とは、法
ほうじん

人にとっての永
ながねん

年の課
かだい

題でありました。そ

こで、法
ほうじん

人ビジョン、中
ちゅうちょうきけいかく

長 期 計 画を作
さくせい

成するた

め、当
とうじかくじぎょうしょ

時各事業所の管
かんりしゃ

理者であったコアメンバー

でビジョン 2023 ワーキングチームを編
へんせい

成し、約
やく

１

年
ねん

をかけ策
さくてい

定したのが、「ビジョン 2023 法
ほうじん

人の木
き

（２２ページに掲
けいさい

載）」「ビジョン 2023 ステートメン

ト」です。ビジョン 2023 のアクションプランでの

キーワードは、「笑
えがお
顔（利

りようしゃ
用者さん）」「ランドマー

ク（地
ちいき
域）」「組

そしき
織（職

しょくいん
員）」の３つです。これらを

達
たっせい

成するために６つのプロジェクトを編
へんせい

成し、その

うちの１つが「組
そしき

織チーム」です。組
そしき

織チームは

理
りじちょう

事長、ブロック長
ちょう

、エリア長
ちょう

、ブロック事
じむちょう

務長で

編
へんせい

成され、ビジョン 2023 のストーリーを実
じつげん

現する

ために始
しどう

動しました。

　2019(R1) 年
ねん

から 2020(R2) 年
ねん

は「土
どだい

台づくり」と

して「法
ほうじん

人の一
いったいか

体化」、2021(R3) 年
ねん

から 2023(R5)

年
ねん

は「定
ていちゃく

着と展
てんかい

開」として「元
げんき

気な法
ほうじん

人づくり」、

2024(R6) 年
ねんいこう

以降は「発
はってん

展」として「元
げんき

気のお裾
すそわ

分け」

と位
い ち
置づけました。

　このストーリーを実
じつげん

現するためビジョン 2023 で

たどり着
つ
きたいゴールを設

せってい
定し、そのゴールにたど

り着
つ
くために具

ぐたいてき
体的な目

もくてき
的、タスクを掲

かか
げました。

目
もく

　的
てき

やること ビジョン 2023
サポート

利
りようしゃ

用者さんの生
せい

（生
せいめい

命、生
せいかつ

活）・権
けんり
利を

護
まも

る

事
じぎょうけいぞくけいかく

業継続計画（BCP）、コン
プライアンス（権

けんりようご
利擁護）、

第
だいさんしゃひょうか

三者評価

笑
えがお
顔チーム、食

しょく
チーム、

情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室

職
しょくいん

員が納
なっとく

得して働
はたら

ける

労
ろうどうかんきょう

働環境の整
せいび
備

（定
ていちゃく

着、離
りしょくぼうし

職防止）、研
けんしゅうたいせい

修体制の
整
せいび
備（育

いくせい
成）、定

ていきさいよう
期採用の定

ていちゃく
着、

モラルサーベイ

育
いくせい

成チーム、
情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室

地
ちいき
域・社

しゃかい
会と豊

ゆた
かにつ

ながる
防
ぼうさいきょてん

災拠点、施
しせつかいほう

設開放、地
ちいき
域への

事
じぎょうてんかい

業展開
ランドマークチーム、
食
しょく

チーム、情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室

経
けいえい

営を安
あんてい

定させる
財
ざいむぶんせき

務分析、経
けいえいぶんせき

営分析、指
しひょうかんり

標管理
（利

りようりつ
用率、収

しゅうえき
益、離

りしょくりつ
職率、

有
ゆうきゅうしょうか

給消化、超
ちょうかきんむ

過勤務）

具
ぐたいてき

体的な目
もくてき

的とタスク

■目
もくてき

的（何
なに

のため？）：強
つよ

くしなやかな組
そしき

織をつくる

　　　　　　　　　　〜はたらくひとたちが誇
ほこ

りに思
おも

える職
しょくば

場づくり〜

　☆利
りようしゃ

用者さんの生
せい

（生
せいめい

命、生
せいかつ

活）・権
けんり

利を護
まも

るため

　☆職
しょくいん

員 が 納
なっとく

得して働
はたら

けるため

　☆地
ちいき

域・社
しゃかい

会と豊
ゆた

かにつながるため

　☆経
けいえい

営を安
あんてい

定させるため

●主
おも

な対
たいしょう

象（誰
だれ

のため？）：全
ぜんしょくいん

職員、そして法
ほうじん

人にかかわるすべての人
ひと

● 2020(R2) 年
ねん

までにやること：		Fes.2020 の実
じつげん

現、法
ほうじんほんぶそしき

人本部組織の骨
こっかくづく

格作り

●５年
ねんご

後（2024(R6) 年
ねん

３月
がつまつ

末）にたどり着
つ
きたいゴール：

　　　　　　　　　　〜法
ほうじんほんぶそしき

人本部組織がエンジンとして機
きのう

能する〜

■タスク（何
なに

をする ?）

強
つよ
くしなやかな組

そしき
織をつくるためのストーリー

　■強
つよ

い組
そしき

織をつくるために本
ほんぶそしき

部組織を確
かくりつ

立し、

　　基
きばん

盤を整
せいび

備します。

　■しなやかな組
そしき

織をつくるために事
じぎょうしょ

業所、職
しょくいん

員、

　　社
しゃかい

会、地
ちいき

域と豊
ゆた

かなつながりをつくります。

　■強
つよ

く・しなやかを両
りょうりん

輪とし、元
げんき

気な法
ほうじん

人に

　　なります

　2020(R2) 年
ねん

は「土
どだい

台づくり」の「法
ほうじん

人の一
いったいか

体化」

に向
む
け、タスクに基

もと
づいた仕

し く
組みや体

たいせい
制の整

せいび
備

と法
ほうじん

人の	 骨
こっかくづく

格 作り、事
じぎょうしょかん

業所間が繋
つな

がるための

仕
し か
掛け作

づく
りを中

ちゅうしん
心に活

かつどう
動しました。また、新

しんがた
型コ

ロナウイルス感
かんせんしょう

染症の影
えいきょう

響により延
えんき

期した２０

周
しゅうねんきねんしきてん

年 記 念 式 典の実
じつげん

現・成
せいこう

功に向
む
け、各

かく
チーム

のサポート及
およ

び進
しんちょくかんり

捗管理をおこない、2021(R3) 年
ねん

７月
がつ

に開
かいさい

催する運
はこ

びとなりました。さらに、この

Fes.2020 の一
いちねんかん

年間の取
と
り組

く
みを通

とお
し、各

かく
チームが

法
ほうじんほんぶ

人 本 部の要
かなめ

の部
ぶしょ

署として成
せいちょう

長するために、新
あら

た

な組
そしきへんせい

織 編 成を提
ていじ

示するまでに至
いた

りました。

　Fes.2020 の成
せいこう

功をもって、ビジョン 2023 の大
おお

き

な目
もくひょう

標の一
ひと

つが 終
しゅうりょう

了 します。これからが、組
そしき

織

チームが法
ほうじん

人を支
ささ

える土
どだい

台として強
つよ

く、しなやかな

両
りょうりん

輪となるための新
あら

たなスタートです。
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　2020(R2) 年
ねんど

度は新
しんがた

型コロナウイルスの影
えいきょう

響もあ

り、様
さま

々
ざま

な場
ばめん

面で活
かつどう

動の自
じしゅく

粛を余
よ ぎ
儀なくされまし

た。次
じねんど

年度も直
ちょくせつ

接の交
こうりゅう

流にはもう少
すこ

し時
じかん

間がかか

ると思
おも

われます。笑
えがお

顔チームでは、共
きょうつう

通の活
かつどう

動を

毎
まいとしすこ

年少しずつ増
ふ
やしながら、「事

じぎょうしょ
業所から法

ほうじん
人へ」

と愛
あいちゃく

着の拡
かくだい

大をし「やっぱり、ここが好
す
き！と感

かん
じ

る法
ほうじん

人（事
じぎょうしょ

業所）づくり」と 2021(R3) 年
ねんど

度の目
もくひょう

標

を掲
かか

げています。具
ぐたいてき

体的には、テレビ会
かいぎ

議システム、

Z
ず ー む
o o m 等

など
を使

つか
って法

ほうじんない
人内で共

きょうつう
通の活

かつどう
動を実

じっし
施 。

ボッチャ大
たいかい

会の 継
けいぞく

続 と 新
あら

たにクイズ大
たいかい

会の企
きかく

画を

考
かんが

えています。法
ほうじんないじぎょうしょ

人内事業所との交
こうりゅう

流を楽
たの

しむ

中
なか

で、 所
しょぞく

属 の 事
じぎょうしょ

業 所 の「いいところ再
さいはっけん

発見」

をしていく。それぞれが抱
いだ

いている 事
じぎょうしょあい

業 所 愛

食
しょく

チームのこれから

ランドマークチームのこれから 

育
い く せ い

成チームのこれから 

こ
れ

か
ら

笑
顔

チ
ー

ム
・

食
チ

ー
ム

こ
れ

か
ら

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

チ
ー

ム
・

育
成

チ
ー

ム

を 再
さいかくにん

確 認することが、笑
えがお

顔の輪
わ

を広
ひろ

げていく

原
げんどうりょく

動 力に繋
つな

がると考
かんが

えています。

　笑
えがお

顔チームがビジョン 2023 でたどり着
つ
きたい

ゴールは、次
つぎ

の２点
てん

です。

　①かかわる人
ひと

たちが、主
しゅたいてき

体的に「笑
えがお

顔」で

　　活
かつどう

動している光
こうけい

景。

　②法
ほうじんぜんたい

人全体が多
たよう

様な利
りようしゃ

用者さんに対
たい

して、

　　「笑
えがお

顔」の支
しえん

援を提
ていきょう

供している。

　笑
えがお

顔には大
おお

きな力
ちから

があります。希
きぼう

望でもあり勇
ゆうき

気

でもあります。日
ひ
々
び
いろいろな事

こと
がありますが、か

かわるすべての人
ひと

たちが「自
みずか

らの人
じんせい

生を笑
えがお

顔で楽
たの

し

んでいる」光
こうけい

景を思
おも

い描
えが

きながら、サービスを届
とど

け

てまいります。

　2020(R2)年
ねんど

度はランドマークチームにとって忍
にんたい

耐

と我
がまん

慢の１年
ねん

でした。いつかそれを越
こ
えて、そして

「これから」チームさくら・チームみずき・チーム

こまえは新
あたら

しい種
たね

をまいていきます。

　それは、活
かっぱつ

発な地
ちいき

域の交
こうりゅうかい

流会から思
おも

わず発
はっしん

信さ

れた高
こうれい

齢の方
かた

たちの憩
いこ

いの場
ば
であったり、様

さま
々
ざま

な人
ひと

が思
おも

い思
おも

いに好
す
きな事

こと
をしているカフェであった

り、食
しょくじ

事をとる事
こと

の難
むずか

しい方
かた

に喜
よろこ

んで美
お い
味しく食

た
べ

ていただける、温
あたた

かいものは温
あたた

かい・冷
つめ

たいものは

冷
つめ

たいお弁
べんとう

当であったり、地
ちいき

域での人
じんざい

財を発
はっけん

見し

輝
かがや

いていただく場
ば
であったりします。そしてその

後
ご
の「これから」は、種

たね
が膨

ふく
らみ大

おお
きな実

み
をつけ

花
はなひら

開く時
じ き
期です。

　赤
あか

ちゃんも幼
ようじ

児も青
せいねん

年も大
おとな

人も、必
ひつよう

要な好
す
きな時

とき

にふらっと訪
おとず

れ時
じかん

間を過
す
ごす場

ば
。疲

つか
れた時

とき
には泊

と
ま

れる場
ば
。障
しょう

がいがなかなか理
りかい

解されない知
ちてきしょう

的障がい

の方
かた

が安
あんしん

心できる場
ば
。身

しんたい
体に重

おも
い障
しょう

がいがある方
かた

の

滞
たいざい

在と泊
と
まりの場

ば
。家

かぞく
族と一

いっしょ
緒にいる事

こと
が辛

つら
くなっ

てしまった方
かた

のくつろげる場
ば
。様

さま
々
ざま

な場
ば
をつくって

いきたい・・・そして地
ちいき

域に無
な
くてはならない「ラ

ンドマーク」となっていきます。

　育
いくせい

成チームがこれから目
め ざ
指していくのは、法

ほうじん
人と

してキャリアパスに則
のっと

った育
いくせい

成システム作
づく

りです。

そもそも、職
しょくいんいくせい

員育成といっても、法
ほうじん

人の職
しょくいん

員とし

ての共
きょうつう

通の基
き そ
礎となる部

ぶぶん
分と、各

かくじぎょうしょ
事業所において

必
ひつよう

要とされる能
のうりょく

力がありますが、育
いくせい

成チームでは

法
ほうじんしょくいん

人 職 員として共
きょうつう

通する部
ぶぶん

分の育
いくせい

成を主
おも

に担
にな

っ

ていると考
かんが

えています。

　そこで重
じゅうよう

要となるのが、法
ほうじんりねん

人 理 念や、法
ほうじん

人が求
もと

める人
じんざいぞう

財像、キャリアパスで示
しめ

されている各
かくしょくそう

職 層

でどのような力
ちから

が求
もと

められているかになります。こ

うした法
ほうじんしょくいん

人職員としての基
き そ
礎のもとに、各

かくじぎょうしょ
事業所

の育
いくせい

成がなされていく必
ひつよう

要があります。

　全
すべ

ての研
けんしゅう

修を、育
いくせい

成チームのみで行
おこな

うことはで

きませんので、外
がいぶ

部 の 研
けんしゅう

修 の 活
かつよう

用はもちろん、

内
ないぶ

部 の 研
けんしゅう

修に関
かん

しても外
がいぶこうし

部講師の利
りよう

用などを検
けんとう

討

しなければなりません。

　また、新
しんそつさいよう

卒採用プロジェクトと連
れんけい

携して入
にゅうしょくじ

職 時

の研
けんしゅう

修 を 検
けんとう

討していくことや、キャリアパスと

連
れんどう

動するので、人
じんじこうかすいしん

事 考 課 推 進 チ ー ムとの連
れんけい

携

も必
ひつよう

要です。

　育
いくせい

成チームは介
かいご

護や支
しえん

援という我
われ

々
われ

のサービス

という商
しょうひん

品の質
しつ

をあげ、価
か ち
値をあげる土

どだいづく
台作りの

役
やくわり

割があると思
おも

っています。法
ほうじん

人として職
しょくいん

員が自
じしん

信

を持
も
って自

じぶん
分たちのことを説

せつめい
明できるサービス。

入
にゅうきょしゃ

居 者さん、利
りようしゃ

用者さんから選
えら

ばれるサービスの

土
どだい

台を作
つく

っていきたいと思
おも

います。
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　管
かんりしょく

理職と調
ちょうりし

理師というなかなか稀
まれ

なチーム編
へんせい

成で

１年
ねんかん

間やってきました。さてこれからですが、食
しょく

チー

ムと食
しょくじしえんか

事支援科 ( 課
か

) が活
かつどう

動する場
ば
が広

ひろ
がりを見

み
せ

つつある中
なか

、「食
しょく

」という大
おお

きなパワーをどのよう

に活
かつよう

用していきましょうか。

　足
あだち

立と多
た ま
摩のセントラルキッチン、カフェさく

ら、c
かふぇ
afé	 a

あっと
t、こまえ工

こうぼう
房などの食

しょく
が作

つく
れる環

かんきょう
境、

利
りようしゃ

用者さんや職
しょくいん

員への食
しょく

の提
ていきょう

供ができる環
かんきょう

境、地
ちいき

域

の起
きてん

点として外
がいぶだんたい

部団体とつながれる環
かんきょう

境など、 食
しょく

チームが活
かつやく

躍できる場
ばしょ

所は多
たさい

彩です。

　また、法
ほうじん

人が目
め ざ
指す一

いったいか
体化のビジョンにどう貢

こうけん
献

できるのか。人
じんざいぶ

財部、財
ざいむぶ
務部、情

じょうほう
報マーケティング

部
ぶ
に属

ぞく
していくのか、それとも別

べつ
のプロジェクト

チームとして活
かつどう

動をしていくのか、今
こんご

後の活
かつどう

動を通
とお

して方
ほうこうせい

向性を見
みいだ

出しながら行
こうどう

動していくことも大
おお

き

なミッションの一
ひと

つです。

　スタート当
とうしょ

初、食
しょく

チームが掲
かか

げたゴールイメージは、

次
つぎ
の３点

てん
です。

　①地
ちいき

域への配
はいしょく

食サービスや外
がいぶ

部からの「食
しょく

」に

　　関
かん

するオファーに対
たい

し前
まえむ

向きに取
と
り組

く
め

　　る組
そしきりょく

織 力が形
かたち

になっている。

　②新
あら

たな 事
じぎょうかいしまえ

業 開 始 前の 市
しじょうちょうさ

場 調 査ができる。

　③ S
えすえぬえす

N S での外
がいぶはっしん

部発信、災
さいがいじ

害時などへの「食
しょく

」

　　での 地
ちいきしえんたいせい

域 支 援 体 制の構
こうちく

築。

　おいしいものを食
た

べながら目
もくひょう

標に向
む

かって

一
いっぽいっぽすす

歩 一 歩 進んでいきます。

笑
え が お

顔チームのこれから 



　新
しんがた

型コロナウイルスの流
りゅうこう

行により、社
しゃかいてき

会的に

新
しんそつさいよう

卒 採 用 は大
おお

きく変
へんか

化しています。オンラ

イ ン（W
うぇぶ
EB） で の 説

せつめいかい
明 会 / 選

せんこうかい
考 会 の 開

かいさい
催 や

緊
きんきゅうじたいせんげんちゅう

急 事 態 宣 言 中 での採
さいようかつどう

用活動など、幅
はば

が広
ひろ

がりながらも、社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人として多
おお

くの制
せいげん

限、

制
せいやく

約が生
しょう

じています。そんな 状
じょうきょう

況 であっても、

足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会の 新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクトは、法
ほうじん

人の

合
あいことば

言葉である「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart」を大

だいじ
事にし、学

がくせい
生

さんに寄
よ
り添

そ
う 新

しんそつさいようかつどう
卒 採 用 活 動 を行

おこな
っていきたい

と思
おも

っています。

　そして、足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会に入
にゅうしょく

職していただくため

だけではなく、1 人
ひとり

でも多
おお

くの学
がくせい

生さんが、福
ふくし

祉

や介
かいご

護に関
かんしん

心を深
ふか

め、福
ふくし

祉の担
にな

い手
て
として、社

しゃかい
会

新
し ん そ つ さ い よ う

卒採用プロジェクトのこれから 

　コロナ禍
か
はリモート ( 離

はな
れた場

ばしょ
所 ) でのコミュ

ニケーションの重
じゅうようせい

要性を一
いっき

気に加
かそく

速させました。

離
はな

れている人
ひと

をつなぐ「情
じょうほう

報」を、「戦
せんりゃく

略」的
てき

に

扱
あつか

う	重
じゅうようせい

要 性が	高
たか

まっています。

　情
じょうほうせんりゃくしつ

報 戦 略 室はランドマークチームと 協
きょうどう

働

して、2022(R4) 年
ねん

４月
がつ

、法
ほうじんじょうほう

人 情 報マーケティ

ング部
ぶ
へとバージョンアップ ( 向

こうじょう
上、進

しんか
化 ) しま

す。地
ちいき

域・福
ふくしぎょうかい

祉業界のランドマークとなることを

目
め ざ
指して、法

ほうじん
人の取

と
り組

く
みや姿

しせい
勢（強

つよ
み）を内

ないがい
外

に発
はっしん

信し、地
ちいき

域の安
あんしん

心と職
しょくいん

員の “誇
ほこ

り” に繋
つな

げ

ることで、地
ちいき

域・社
しゃかい

会の豊
ゆた

かさを創
そうぞう

造するのが、

情
じょうほう

報マーケティング部
ぶ
の使

しめい
命です。

　魅
みりょく

力ある 情
じょうほう

報 は 評
ひょうばん

判を生
う
み、評

ひょうばん
判 は 期

きたいかん
待 感

情
じ ょ う ほ う せ ん り ゃ く し つ

報戦略室のこれから 

　2021(R3) 年
ねんど

度、組
そしき

織チームは経
けいえいかいぎ

営会議として

法
ほうじん

人を支
ささ

えていくことになります。新
あら

たな組
そしきず

織図

に基
もと

づき、ビジョン 2023 のチームとプロジェク

トが、法
ほうじんほんぶ

人 本 部の部
ぶしょ

署として成
せいちょう

長するための

支
ささ

えとなっていきます。チームメンバーの 職
しょくいん

員

は、各
かくじぎょうしょ

事 業 所での役
やくわり

割もありますが、その中
なか

で

各
かくじぎょうしょ

事業所の	 職
しょくいん

員と	繋
つな

がりを持
も
ちながら活

かつどう
動して

いくことは、人
じんざい

財（宝
たから

）である職
しょくいん

員たちが成
せいちょう

長し、

ひいてはそれが法
ほうじん

人 の 成
せいちょう

長にも繋
つな

がります。さら

組
そ し き

織チームのこれから 

こ
れ

か
ら

新
卒

採
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
情

報
戦

略
室

こ
れ

か
ら

組
織

チ
ー

ム

で活
かつやく

躍できる人
じんざい

財となることを後
あとお

押ししていき

たいと思
おも

っています。そのためには、今
いまいじょう

以上に、

新
しんそつさいよう

卒 採 用プロジェクトの活
かつどう

動を 法
ほうじんない

人 内 の 職
しょくいん

員

に理
りかい

解し協
きょうりょく

力してもらうことが大
たいせつ

切です。それが

多
おお

くの学
がくせい

生さんに足
あだちほうえいかい

立邦栄会の魅
みりょく

力が伝
つた

わるいち

ばんの取
と
り組

く
みになるのだと思

おも
います。

　これからも、学
がくせい

生さんにも職
しょくいん

員にも「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	

H
は ー と
eart」な気

き も
持ちと、失

しっぱい
敗を恐

おそ
れないチャレンジ

精
せいしん

神を持
も
って、このプロジェクトが法

ほうじん
人の核

かく
のひと

つになることを目
め ざ
指して、メンバー一

いちどう
同、頑

がんば
張って

いきたいと思
おも

います！

を持
も
った人

ひと
を集

あつ
め、集

あつ
まった人

ひと
はしあわせ（ 納

なっとくかん
得 感

や 安
あんしんかん

心 感 、 充
じゅうじつかん

実 感 ）を創
つく

り出
だ

し、それをまた

情
じょうほう

報として発
はっしん

信し、必
ひつよう

要としている人
ひと

／知
し
ってもら

いたい人
ひと

の下
もと

に届
とど

く〜そういう循
じゅんかん

環を生
う
み出

だ
してい

きたいです。そしていくらリモートでのコミュニケー

ションが発
はったつ

達しても、私
わたし

たちが目
め
の前

まえ
の人

ひと
々
びと

と日
ひ
々
び
向
む

き合
あ
って生

う
まれる、喜

よろこ
びや悲

かな
しみ、涙

なみだ
や笑

わら
い、葛

かっとう
藤や

達
たっせいかん

成 感 、理
りそう

想 と 現
げんじつ

実 、そんな五
ごかん

感を 総
そうどういん

動 員した

福
ふくし

祉の現
げんば

場の 空
くうきかん

気 感を伝
つた

えられるようでありたいと

思
おも

います。

に、一
ひとり

人ひとりが財
ざい

となり輝
かがや

くことが、これからの

地
ち い き ふ く し

域 福 祉、医
いりょう

療 、 保
ほけん

健に大
おお

きな貢
こうけん

献をもたら

すと信
しん

じています。

　これからも、法
ほうじんりねん

人 理 念とビジョン 2023 を法
ほうじん

人の

軸
じく

とし、すべての職
しょくいん

員が一
いちがん

丸となり、一
ひとり

人ひとりが

チームの一
いちいん

員として活
かつやく

躍できる組
そしきづく

織作りを継
けいぞく

続し、

「 全
ぜんいんけいえい

員 経 営」を目
め ざ
指していきます。そして、どこ

の法
ほうじんじぎょうしょ

人 事 業 所でも笑
えがお

顔と元
げんき

気があふれる組
そしき

織と

なります。

ビジョン 2023　法
ほうじん

人の木
き
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う取
と
り組

く
んでいます。

　2015(H27) 年
ねんど

度には 悠
ゆうしょうかいざいたく

翔 会 在 宅 クリニック

北
きたせんじゅさま

千住様と提
ていけい
携し、看

み と
取り支

しえんたいせい
援体制を構

こうちく
築しまし

た。施
しせつない

設内での治
ちりょう

療と暮
く
らしを出

で き
来る限

かぎ
り継

けいぞく
続し、

嘱
しょくたくい

託医からご家
かぞく

族へきめ細
こま

かく病
びょうじょうせつめい

状 説 明をして

いただいています。

　この４点
てん

を大
だいじ

事にして、看
み と
取り支

しえん
援にあたってい

ます。

　2000(H12) 年
ねん

４月
がつ

に東
とうきょうと

京都より設
せっちにんか

置認可を受
う

け、社
しゃかいふくしほうじんあだちほうえいかい

会福祉法人足立邦栄会の最
さいしょ

初の施
しせつ

設と

して特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさくらが生
う
まれました。

東
とうきょうと

京都では初
はじ

めての障
しょうがいしゃしせつ

害者施設との併
へいせつしせつ

設施設です。

　特
とくべつようごろうじん

別 養 護 老 人ホームさくらは４階
かいだ

建ての２階
かい

３階
かい

にある 従
じゅうらいがたしせつ

来 型 施 設です（定
ていいん

員６０名
めい

）。併
へいせつ

設

の短
たんきにゅうしょせいかつかいご

期 入 所 生 活 介 護 は 全
ぜんしつこしつ

室 個 室（定
ていいん

員１２

名
めい

）で、合
ごうけい

計７２名
めい

の方
かた

がご利
りようかのう

用可能です。

　「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart」を合

あいことば
言葉に、「心

こころ
の通

かよ
い合

あ
う

支
しえん

援を心
こころ

の通
かよ

い合
あ
う仲

なかま
間が提

ていきょう
供します」「地

ちいき
域で住

す

み慣
な
れた生

せいかつ
活を続

つづ
けるための 福

ふくしきょてん
祉 拠 点の役

やくわり
割を果

は

たします」という 法
ほうじんりねん

人 理 念を胸
むね

に、日
ひ
々
び
支
しえん

援にむ

きあっています。

　この２０年
ねんかん

間、身
しんたいこうそくはいし

体拘束廃止への積
せっきょくてき

極的な取
と
り

組
く
みや「食

しょく
の安
あんぜん

全	・	楽
たの

しみを提
ていきょう

供する」ことへ

のチャレンジなど、様
さま

々
ざま

なことに取
と
り組

く
んで来

き
まし

た。特
とく

に、歯
し か い し
科医師による嚥

えんげきのうひょうか
下機能評価とミール

ラウンドの導
どうにゅう

入では、嚥
えんげないしきょうけんさ

下内視鏡検査を用
もち

いなが

ら歯
し か い し
科医師と管

かんりえいようし
理 栄 養 士 、 看

か ん ご し
護 師・ 介

かいごしょくいん
護 職 員

とが連
れんけい

携して入
にゅうきょしゃ

居者さんの食
しょくじ

事について話
はな

し合
あ
い、

嚥
えんげきのう

下機能の確
かくにん

認や誤
ごえん

嚥の危
きけんせい

険性・食
しょくじていきょうりょう

事 提 供 量の

見
みなお

直しなど、出
で き
来る限

かぎ
り経

けいこうせっしゅ
口 摂 取 が続

つづ
けられるよ

事
じ ぎ ょ う し ょ し ょ う か い

業所紹介−足
あ だ ち

立ブロック（１）
特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさくら　

事
業

所
紹

介
足

立
ブ

ロ
ッ

ク

事
業

所
紹

介
足

立
ブ

ロ
ッ

ク

①人
じんせい

生の最
さいしゅうだんかい

終 段 階 にその方
かた

の望
のぞ

む最
さいご

期に寄
よ
り

　添
そ
います。

②その方
かた

の「尊
そんげん

厳」を守
まも

り無
む り
理な延

えんめい
命はしません。

③施
しせつ

設の職
しょくいん

員と嘱
しょくたくい

託医が連
れんけい
携し、ご本

ほんにん
人・ご家

かぞく
族

　を支
ささ

えます。

④お看
み と
取り支

しえん
援を通

とお
して、その方

かた
の生

い
きてきた

　証
あかし

、「命
いのち

」を繋
つな

いでいきます。

障
しょうがいしゃしえんしせつ

害者支援施設かえで　

　2000(H12) 年
ねん

４ 月
がつ

措
そ ち せ い ど

置 制 度 に 基
もと

づ き

身
しんたいしょうがいしゃりょうごしせつ

体 障 害 者 療 護 施 設 か え で（ 現
げんざい

在 の

障
しょうがいしゃしえんしせつ

害 者 支 援 施 設かえで）が、さくらに併
へいせつ

設され

た 小
しょうきぼしょうがいしゃしせつ

規 模 障 害 者 施 設として誕
たんじょう

生しました。

　かえでの基
きほんほうしん

本方針は、H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart の合

あいことば
言葉

のもと、笑
えがお

顔で生
せいかつ

活ができる施
しせつ

設を目
め ざ
指すこと、

その人
ひと

らしい生
い
き方

かた
と人

じんせい
生をサポートすることで

す。日
にっちゅう

中サービスの 生
せいかつかいご

活 介 護（定
ていいん

員２０名
めい

）、

夜
やかん

間サービスの 施
しせつにゅうしょしえん

設 入 所 支 援（定
ていいん

員１０名
めい

）、

短
たんきにゅうしょ

期入所（定
ていいん

員２名
めい

）。それぞれの利
りようしゃ

用者さんは、

特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさくらやデイサービスセン

ターさくらの高
こうれいしゃ

齢者の方
かた

たちと協
きょうどう

同しながら生
せいかつ

活を

されています。

　利
りようしゃ

用者さんは、個
こべつしえんけいかく

別支援計画に基
もと

づいて、食
しょくじ

事、

排
はいせつ

泄、	 入
にゅうよく

浴、	機
きのうくんれん

能訓練、	生
せいかつそうだん

活相談、レクリエー

ション、行
ぎょうじ

事、送
そうげい

迎サービスを利
りよう

用しながら有
ゆういぎ
意義

に過
す

ごされています。また居
きょしつ

室は全
ぜんしつこしつ

室個室で、

電
でんじちょうりき

磁調理器などキッチン用
ようひん

品が設
せつび

備されています。

共
きょうようろうか

用廊下とは自
じどう

動ドアでつながっており、一
いちぶ

部の

部
へ や
屋には移

いどうほじょぐ
動補助具（ホイストレール）があります。

運
うんどう

動 	及
およ

び 他
たしゃ

者 との交
こうりゅう

流のための生
せいかつかいご

活介護とご

自
じぶん

分の趣
しゅみ

味の時
じかん

間の施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援を併
へいよう

用し、その

人
ひと

らしい生
せいかつ

活を送
おく

られています。

かえで一
いっぱくりょこう

泊 旅 行（ 軽
かるいざわ

井 沢 ）

デイサービスセンターさくら　

　デイサービスセンターさくらは、2000(H12) 年
ねん

４月
がつ

に特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさくらに併
へいせつ

設される 形
かたち

で開
かいしょ

所しました。概
おおむ

ね片
かたみち

道２０分
ぷんけんない

圏内の要
ようかいごしゃ

介護者

や要
ようしえんしゃ

支援者を対
たいしょう

象に、一
いっぱんがたつうしょかいご

般型通所介護（定
ていいん

員２０

名
めい

）と認
にんちしょうたいおうがたつうしょかいご

知症対応型通所介護（定
ていいん

員１２名
めい

）の

２事
じぎょう

業を行
おこな

っています。

　 平
へいきんじゅみょう

均 寿 命 が 延
の

び る に つ れ 認
にんちしょう

知 症 の 方
かた

が 増
ふ

え、 平
へいきんようかいごど

均 要 介 護 度 も 上
あ

が る よ う に な

り、 社
しゃかい

会 か ら 求
もと

め ら れ る 機
きのう

能 や 役
やくわり

割 も 変
へんか

化

してきました。 認
にんちしょうたいおうがたつうしょかいご

知 症 対 応 型 通 所 介 護 の

地
ちいきみっちゃくがた

域 密 着 型 サービス移
いこう

行や介
かいごよぼう

護予防の充
じゅうじつ

実、

日
にちじょうせいかつしえんそうごうじぎょう

常 生 活 支 援 総 合 事 業の開
かいし

始など、変
へんか

化する

ニーズに対
たいおう

応してきた２０年
ねん

でした。

　 昼
ちゅうしょく

食 の 選
せんたくしょく

択 食 、 豊
ほうふ

富 な 行
ぎょうじ

事、 ３ 種
しゅるい

類 の

機
きかいよく

械浴を備
そな

えた大
だいよくじょう

浴場、土
どようびえいぎょう

曜日営業、加
かさんがい

算外での

貯
ちょきんたいそう

筋体操など、併
へいせつじぎょうしょ

設事業所ならではの特
とくせい

性を活
い
か

した事
じぎょううんえい

業運営を続
つづ

けています。

　また通
つうしょかいご

所介護の利
りようしゃ

用者さんが、併
へいせつ

設の短
たんきにゅうしょ

期入所の

ご利
りよう

用および特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームへのご入
にゅうしょ

所と移
うつ

ら

れることで、馴
な じ
染みの場

ばしょ
所で馴

な じ
染みの職

しょくいん
員やご家

かぞく
族

に支
ささ

えられながら人
じんせい

生の最
さいばんねん

晩年を過
す
ごされていま

す。私
わたし

たちはこれからも地
ちいき

域に根
ね ざ
差した福

ふくしきょてん
祉拠点の

役
やくわり

割を担
にな

っていきたいと思
おも

います。

夏
なつまつ

祭 り の 太
たいこれんしゅう

鼓 練 習長
ちょうじゅ

寿のお祝
いわ

い
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　 さ く ら・ か え で・ み ず き の 経
けいけん

験 か ら、

社
しゃかいふくしほうじん

会 福 祉 法 人の強
つよ

みとそのノウハウを 集
しゅうけつ

結

して誕
たんじょう

生したのがリブインさくらです。閑
かんせい

静な

低
ていそうじゅうたくがい

層 住 宅 街 にあり、４階
かいおくじょう

屋上ルーフテラスか

らはあたり一
いちめん

面の地
ちいき

域はもちろん、東
とうきょう

京スカイツ

リーや富
ふじさん

士山を望
のぞ

むことができます。玄
げんかんわき

関脇の

駐
ちゅうしゃじょう

車 場 にはソメイヨシノ、サトザクラ、オオシ

マザクラと合
あ
わせて１０本

ぽん
の桜
さくら

の木
き
があり、開

かいせつじ
設時

は細
ほそ

かった桜
さくら

の木
き
も年

ねん
々
ねん

成
せいちょう

長し、毎
まいしゅん

春きれいな花
はな

を咲
さ
かせて楽

たの
しませてくれます。

　館
かんない

内は、天
てんじょう

井・壁
かべ

には保
ほおん

温・調
ちょうしつこうか

湿効果がある

珪
けいそうど

藻土、床
ゆか

は桜
さくらざい

材、壁
かべ

に和
わ し
紙クロスなどの自

しぜんそざい
然素材

を使
しよう

用、電
でんきゅうしょく

球 色の間
かんせつしょうめい

接照明がより温
あたた

かみを感
かん

じ

ていただける造
つく

りとなっており、時
じかん

間の経
けいか

過ととも

に更
さら

に深
ふか

みが増
ま
したように思

おも
います。各

かく
フロアのア

イランドキッチンでは食
しょくじ

事の都
つ ど
度、炊

すいはん
飯や盛

も
り付

つ
け

の香
かお

りや食
しょっき

器を洗
あら

う音
おと

を響
ひび

かせ、生
せいかつかん

活感あふれる

支
しえん

援を心
こころが

掛けています。

　居
きょしつ

室は１〜３階
かい

に４１室
しつ

。２２平
へいべい

米以
いじょう

上の広
ひろ

さが

あり、居
きょしつない

室内のトイレは重
じゅうかいご

介護の方
かた

までがトイレに

座
すわ

れるよう前
まえて

手すりを備
そな

え、ベッド脇
わき

にはロール

カーテンを設
せっち

置し安
あんみん

眠できるよう配
はいりょ

慮しています。

事
業

所
紹

介
足

立
ブ

ロ
ッ

ク

事
業

所
紹

介
足

立
ブ

ロ
ッ

ク

　2000(H12) 年
ねん

４ 月
がつ

に さ く ら と か え で が

運
うんえい

営 を 開
かいし

始 し た ４ 年
ねんご

後 の 2004(H16) 年
ねん

９ 月
がつ

、

居
きょたくかいごしえんじぎょうしょ

宅介護支援事業所デイサービスセンターさくら

が誕
たんじょう

生しました。

　たとえ介
かいごど

護度が重
おも

くなっても、可
かのう

能な限
かぎ

り住
す
み

慣
な
れた地

ちいき
域 ( 自

じたく
宅 ) でその人

ひと
らしく尊

そんげん
厳を持

も
って

暮
く
らし続

つづ
けていただきたいという思

おも
いから、ご

利
りようしゃほんい

用者本位の相
そうだんしえん

談支援や、多
たよう

様な専
せんもんしょく

門職と協
きょうどう

働・

連
れんけい

携してサービスを提
ていきょう

供することに取
と
り組

く
んできま

した。利
りようしゃ

用者さんとなかなか心
こころ

が通
かよ

わず信
しんらいかんけい

頼関係を

築
きず

くことに苦
くろう

労したこと、この支
しえん

援でよいのだろう

かと思
おも

い悩
なや

んだこと等
など

、いろいろなことがありまし

たが、利
りようしゃ

用者さんやご家
かぞく

族からの「ありがとう」の

言
ことば

葉やたくさんの笑
えがお

顔に支
ささ

えられて今
こんにち

日の居
きょたく

宅さく

らがあります。人
ひと

と人
ひと

とのつながりを大
たいせつ

切にしなが

ら、ひとりでも多
おお

くの方
かた

に笑
えがお

顔と幸
しあわ

せを届
とど

けること

を目
もくひょう

標にして、今
こんご

後も地
ちいき

域の皆
みなさま

様とともに歩
あゆ

んでい

けたらと思
おも

っています。

足
あ だ ち く ち い き ほ う か つ し え ん

立区地域包括支援センター鹿
しかはま

浜

　 足
あ だ ち く ち い き ほ う か つ し え ん

立 区 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 鹿
しかはま

浜 は 、

2006(H18) 年
ねん

４月
がつ

より足
あだちく

立区より委
いたく

託を受
う
けて業

ぎょうむ
務

を開
かいし

始しました。

　地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センターは公
こうてき

的な「高
こうれいしゃ

齢者の

総
そうごうそうだんまどぐち

合 相 談 窓 口 」 で す。 高
こうれいしゃ

齢 者 や ご 家
かぞく

族 の

在
ざいたくせいかつ

宅 生 活 における様
さまざま

々なご相
そうだん

談に応
おう

じます。

年
ねんかんやく

間約 2,700 件
けん

の相
そうだん

談に応
おう

じています。介
かいごほけん

護保険を

始
はじ

め、６５歳
さいいじょう

以上の方
かた

の様
さま

々
ざま

な相
そうだん

談に乗
の
っており、

必
ひつよう

要に応
おう

じて電
でんわたいおう

話対応だけでなく、訪
ほうもん

問も積
せっきょくてき

極 的

事
じ ぎ ょ う し ょ し ょ う か い

業所紹介−足
あ だ ち

立ブロック（２）
居
きょたくかいごしえんじぎょうしょ

宅介護支援事業所デイサービスセンターさくら　

居
きょたく

宅さくら〜利
りようしゃ

用者さんと〜

介
かいごつきゆうりょうろうじん

護付有料老人ホームリブインさくら

入
にゅうよく

浴 も同
どうよう

様に、浴
よくしつ

室はフロアごとに配
はいち

置しすべて

個
こよく

浴であり、支
しえん

援が必
ひつよう

要な方
かた

へ週
しゅう

３回
かい

の入
にゅうよくしえん

浴支援

を提
ていきょう

供し続
つづ

けています。入
にゅうきょしゃ

居者さんの状
じょうたい

態に関
かか

わらず、ご自
じぶん

分の時
じかん

間やご家
かぞく

族との時
じかん

間など、プ

ライベートを大
たいせつ

切に考
かんが

えた個
こべつしえん

別支援を提
ていきょう

供すると

ともに、複
ふくすう

数の協
きょうりょくいりょうきかん

力 医 療 機 関と連
れんけい

携しながら、

医
いりょういぞんど

療依存度が高
たか

い方
かた

や終
しゅうまつき

末期を迎
むか

える方
かた

の最
さいご

期ま

での支
しえん

援にも力
ちから

を入
い
れて取

と
り組

く
んでいます。

　最
さいご

後に活
かつどう

動の充
じゅうじつ

実です。毎
まいにち

日の体
たいそう

操・口
こうくうたいそう

腔体操。

制
せいさく

作 活
かつどう

動や料
りょうり

理クラブは作
つく

る楽
たの

しみ・食
た
べる楽

たの
し

みだけでなく、指
ゆびざき

先を使
つか

うことで作
さぎょうりょうほう

業療法につな

がります。他
ほか

にもカラオケ・映
えいがじょうえいかい

画上映会。	近
きんりん

隣へ

の買
かいもの

物	・	 外
がいしょく

食や月
つきぎょうじ

行事と、多
たよう

様なイベントを企
きかく

画

しています。日
にちじょうせいかつ

常生活に彩
いろど

りを添
そ
えながら、無

む り
理

なく身
からだ

体を動
うご

かし、日
ひ
々
び
の積

つ
み重

かさ
ねで予

よぼうこうか
防効果が得

え

られるよう工
くふう

夫をしてきました。

　１０年
ねん

	在
ざいせき

籍の経
けいけんゆた

験豊かな職
しょくいん

員も多
おお

く、 職
しょくいん

員

を身
みじか

近に感
かん

じていただけるアットホームな雰
ふんいき
囲気が

魅
みりょく

力 の 介
かいごつきゆうりょうろうじん

護 付 有 料 老 人ホームです。

地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センター鹿
しかはま

浜〜相
そうだん

談の様
ようす

子〜

お 花
はなみかい

見 会 で の 記
きねんしゃしん

念 写 真

屋
おくじょう

上で 気
きぶんてんかん

分 転 換
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に行
おこな

っています。「 実
じったいはあくほうもんじぎょう

態 把 握 訪 問 事 業 」

では 毎
まいにち

日 職
しょくいん

員 が一
いっけんいっけん

軒一軒訪
ほうもん

問しご様
ようす

子を伺
うかが

っ

ています。

　担
たんとうけんいきじんこう

当圏域人口は 2021(R3) 年
ねん

１月
がつ

1
ついたち

日 現
げんざい

在

で 34,105 名
めい

、その内
うち

６５歳
さいいじょう

以上の方
かた

が 8,602 名
めい

で

高
こうれいかりつ

齢化率は 25.22％となっています。現
げんざいしょくいん

在職員９

名
めい

で対
たいおう

応しています。（足
あだちくない

立区内において面
めんせきおよ

積及び

６５歳
さいいじょうじんこう

以上人口が多
おお

い圏
けんいき

域となっています。）

【主
おも

な 業
ぎょうむ

務 内
ないよう

容】

■健
けんこう

康や介
かいご

護の相
そうだん

談

■もの忘
わす

れが心
しんぱい

配な方
かた

の相
そうだん

談

■地
ちいき

域の話
はな

し相
あいて

手を見
み
つける

■高
こうれいしゃ

齢者の権
けんり

利を守
まも

る

■元
げんき

気なうちから！運
うんどうきょうしつ

動 教 室や地
ちいき

域の居
いばしょ
場所、

　活
かつどう

動の場
ば
を紹
しょうかい

介



　府
ふちゅうし

中市、調
ちょうふし

布市、三
みたかし

鷹市にまたがる、かつて

関
かんとうむら

東村と呼
よ
ばれた米

べいぐんしせつ
軍施設の跡

あとち
地、現

げんざい
在は福

ふくししせつ
祉施設

をはじめ、味
あじ

の素
もと

スタジアムや武
むさしの

蔵野の森
もりそうごう

総合

スポーツプラザなどのスポーツ施
しせつ

設、公
こうえん

園、病
びょういん

院、

学
がっこう

校など公
こうきょうしせつ

共 施 設が集
あつ

まるエリアにみずきはあり

ます。2003(H15) 年
ねん

１２月
がつ

に開
かいせつ

設しました。１２月
がつ

に入
にゅうしょ

所（当
とうじ

時は身
しんたいしょうがいしゃりょうごしせつ

体障害者療護施設と言
い
いまし

た。現
げんざい

在は施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援／生
せいかつかいご

活介護Ⅰ
いち

）が、翌
よくねん

年

２月
がつ

に短
たんきにゅうしょ

期入所が、４月
がつ

にデイサービス（ 現
げんざい

在

は 生
せいかつかいご

活 介 護 Ⅱ
に

）がスタートしました。現
げんざい

在は、

市
しいたくがたたんきにゅうしょ

委 託 型 短 期 入 所 と 日
にっちゅういちじしえんじぎょう

中 一 時 支 援 事 業 、

重
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

症 心 身 障 害 児（ 者
しゃ

） 通
つうしょじぎょう

所 事 業 も実
じっし

施し

ています。

　東
とうきょうとない

京 都 内 の 療
りょうごしせつ

護 施 設 としては、単
たんどく

独では実
じつ

に

２２年
ねん

ぶり、これに民
みんせつみんえい

設民営が加
くわ

わると都
とないはつ

内初とい

う、東
とうきょうと

京都の身
しんたいしょうがいしゃ

体 障 害 者福
ふくし
祉の転

てんかんてん
換点に誕

たんじょう
生

した施
しせつ

設です。Ａ
えーえるえす

ＬＳ（ 筋
きんいしゅくせいそくさくこうかしょう

萎 縮 性 側 索 硬 化 症）

専
	せんようきょしつ

用 居 室 を持
も
ち、医

いりょうてき
療的ケアの必

ひつよう
要な方

かた
も含

ふく

めた重
じゅうど

度の 身
しんたいしょうがいしゃ

体 障 害 者 が利
りよう

用されています。

全
ぜんしつこしつ

室個室、同
どうせいかいじょ

性介助など、東
とうきょうと

京都の療
りょうごしせつ

護施設が築
きず

いてきた障
しょう

がい者
しゃ

の権
けんり

利を護
まも

る歴
れきし

史を受
う
け継

つ
ぎつ

つ、新
あたら

しい時
じだい

代に向
む
かう決

けつい
意に満

み
ちた船

ふなで
出でし

た。国
くに

の制
せいど

度もこの年
とし

の４月
がつ

、それまでの措
そちせいど
置制度

から、利
りようしゃ

用者と事
じぎょうしゃ

業者が対
たいとう

等な立
たちば

場で契
けいやく

約を結
むす

ぶ

支
し え ん ひ せ い ど

援 費 制 度 に移
いこう

行したばかりでした。その４年
ねんまえ

前

に設
せつりつ

立されたばかりの足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会にとっては大
おお

き

なチャレンジだったと思
おも

います。

　みずきの建
たてもの

物は、「レジデンス」と「アクティビティ

ハウス」、「アネックス」にわかれています。「レジ

デンス」は入
にゅうきょりようしゃ

居利用者、短
たんきにゅうしょりようしゃ

期入所利用者が生
せいかつ

活

事
業

所
紹

介
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

事
業

所
紹

介
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

する平
ひらや

屋の建
たてもの

物です。ケアステーションや医
いむしつ
務室を

中
ちゅうしん

心 に、さくら・こすもす・つばき・ひまわりと

名
な づ
付けた４つのユニットがあります。各

かく
ユニットは

リビングダイニングスペースを中
ちゅうしん

心に、８〜９室
しつ

の

個
こしつ

室で構
こうせい

成されています。入
にゅうきょ

居（施
しせつにゅうしょしえん

設入所支援／

生
せいかつかいご

活介護Ⅰ
いち

）は、東
とうきょうとぜんいき

京都全域が利
りようたいしょう

用対象となりま

す（短
たんきにゅうしょ

期入所も）。生
せいかつ

活のあらゆる場
ばめん

面の支
しえん

援を、

一
ひとり

人ひとりの個
こべつしえんけいかく

別支援計画に基
もと

づいて提
ていきょう

供していま

す。開
かいしょ

所から１７年
ねんいじょうた

以上経ちましたが、半
はんぶんいじょう

分以上	

の	 入
にゅうきょしゃ

居 者さんは	開
かいせつとうしょ

設当初から利
りよう

用されており、

多
おお

くの入
にゅうきょしゃ

居者さんにとって第
だいに

二の故
こきょう

郷としての暮
く

らしの場
ば
になっています。

　「アクティビティハウス」に至
いた

る渡
わた

り廊
ろうか

下は、

入
にゅうきょりようしゃ

居 利 用 者の「 公
おおやけ

」と「 私
わたくし

」を分
わ
けようとい

う意
い と
図があります。そのアクティビティハウスの

１階
かい

は、入
にゅうきょ

居・通
つうしょきょうよう

所 共 用の浴
よくしつ

室、事
じむしつ

務室、そし

て利
りようしゃ

用者さんの様
さま

々
ざま

な食
しょくけいたい

形態や食
しょく

のニーズに対
たいおう

応

する厨
ちゅうぼう

房があります。２階
かい

は通
つうしょ

所の利
りようしゃ

用者さんが

利
りよう

用するデイルームを中
ちゅうしん

心に、入
にゅうきょ

居・通
つうしょきょうよう

所 共 用

の活
かつどうしつ

動室、機
きのうかいふくくんれんしつ

能回復訓練室などがあります。通
つうしょ

所

（生
せいかつかいご

活介護Ⅱ
に
）は、府

ふちゅう
中・調

ちょうふ
布・三

みたかし
鷹市にお住

す
ま

事
じ ぎ ょ う し ょ し ょ う か い

業所紹介−多
た ま

摩ブロック（１）
障
しょうがいしゃしえんしせつ

害者支援施設みずき　

いの方
かた

を利
りようたいしょう

用対象とし、みずきが委
いたくうんこう

託運行する

送
そうげいしゃ

迎車で通
つうしょ

所された利
りようしゃ

用者さんに、入
にゅうよく

浴、食
しょくじ

事、

日
にっちゅうかつどう

中 活 動などのサービスを提
ていきょう

供しています。

　職
しょくいん

員の会
かいぎしつ

議室、休
きゅうけいしつ

憩室、ロッカー室
しつとうせっち

等設置の

ため 2009(H21) 年
ねん

に増
ぞうちく

築した「アネックス」は、

2020(R2) 年
ねん

にさらに 増
ぞうちく

築・ 改
かいしゅう

修して、みずきの

地
ちいきこうりゅう

域 交 流の拠
きょてん

点にすべく、喫
きっさ

茶、展
てんじ

示・販
はんばい

売、

多
たもくてき

目 的 な 交
こうりゅう

流スペース機
きのう

能を持
も
つ「 c

か ふ ぇ
a f é 	 a

あっと
t」

が誕
たんじょう

生しました。

　中
なかにわ

庭には、みずき開
かいせつ

設の際
さい

に移
いしょく

植した、このあた

りで一
いちばんおお

番大きい桜
さくら

の木
き
があり、毎

まいとしはる
年春には見

みごと
事な花

はな

を咲
さ
かせており、みずきのシンボルとなっています。

　国
こくれん

連の障
しょうがいしゃ

害者の権
けんりじょうやく

利条約にもあるように、ど

んな障
しょう

がいがあっても、自
じぶん

分の暮
く
らしたい場

ばしょ
所は

自
じぶん

分で選
えら

べるような社
しゃかい

会にもっと向
む
かうべきです。

そのようなあるべき姿
すがた

を胸
むね

に刻
きざ

みながらも、みず

き（ 入
にゅうしょぶぶん

所 部 分 ）が重
じゅうど

度の 身
しんたいしょうがいしゃ

体 障 害 者 にとっ

て安
あんしん

心して暮
く
らせる場

ば
であるなら、その存

そんざいいぎ
在意義

はあるのだろうと思
おも

います。入
にゅうきょ

居 も 通
つうしょ

所も、

全
ぜんしょくいんいちがん

職 員 一 丸 となって日
ひ
々
び
利
りようしゃ

用者さんの生
せいかつ

活を

全
ぜんりょく

力で支
ささ

えていく決
けつい

意はこれからも変
か
わりません。

開
かいせつとうしょ

設当初のみずきの様
ようす

子

2020(R2) 年
ねん

にオープンした c
か ふ ぇ
a f é	 a

あっと
t c

か ふ ぇ
a f é	 a

あっと
t 	店

てんない
内 の 様

ようす
子

シンボルツリーの下
した

でくつろぐ利
りようしゃ

用者の皆
みな

さん
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　狛
こまえ

江エリアは一
ひと

つの建
たてもの

物・事
じぎょうしょ

業所ではなく、

狛
こまえし
江市にある足

あだちほうえいかい
立邦栄会が運

うんえい
営する事

じぎょうしょ
業所の総

そうしょう
称

です。全
ぜんこく

国で２番
ばんめ

目に小
ちい

さい市
し
である狛

こまえし
江市の中

なか

で、ポンテ（主
おも

に身
しんたいしょう

体 障がいの方
かた

・生
せいかつかいご

活介護

＝定
ていいん

員２０名
めい

）、こまえ工
こうぼう
房（主

おも
に知

ちてきしょう
的障がい

の方
かた

・生
せいかつかいご

活介護＝定
ていいん

員２０名
めい

・就
しゅうろうけいぞくしえん

労 継 続 支 援

B
びーがた

型 ＝定
ていいん

員２０名
めい

）、相
そうだんしえん
談支援センターみずき

（相
そうだんしえんじぎょう

談支援事業）、あいとぴあ日
にっちゅういちじしえんしつ
中一時支援室

（ 定
ていいん

員 ２ 名
めい

）、 み ず き ケ ア セ ン タ ー 狛
こまえ
江

（ 居
きょたくかいご

宅 介 護・ 重
じゅうどほうもんかいご

度 訪 問 介 護・ 移
い ど う し え ん

動 支 援 ）、

グループホームパンダ（ 知
ちてきしょう

的 障 が い の 方
かた

・

共
きょうどうせいかつえんじょ

同 生 活 援 助、定
ていいん

員５名
めい

）、こまほっとシル

バー相
そうだんしつたまがわじゅうたく
談室多摩川住宅（高

こうれいしゃみまも
齢者見守り相

そうだんまどぐち
談窓口）

の事
じぎょう

業を行
おこな

っています。狛
こまえしけんこうふくしかいかん

江市健康福祉会館「あい

とぴあセンター」に、ポンテ、みずきケアセンター

狛
こまえ

江、あいとぴあ日
にっちゅういちじしえんしつ

中一時支援室が、こまえ工
こうぼう

房と

事
じ ぎ ょ う し ょ し ょ う か い

業所紹介−多
た ま

摩ブロック（２）

相
そうだんしえん

談支援センターみずきが同
おな

じ建
たてもの

物に、こまほっと

シルバー相
そうだんしつたまがわじゅうたく

談室多摩川住宅が多
たまがわじゅうたくふきん

摩 川 住 宅 付 近

の建
たてもの

物にそれぞれ入
はい

っています。パンダはオーナー

さんが暮
く
らしていた一

いっけんや
軒家を改

かいしゅう
修して使

つか
わせても

らっています。

　狛
こまえしちょくえい

江市直営の訓
くんれんしつ

練室の時
じだい

代から約
やく

５０年
ねん

の歴
れきし

史

があるポンテは、2005(H17) 年
ねん

４月
がつ

に、狛
こまえし

江市の

委
いたくじぎょう

託 事 業 と し て の 運
うんえい

営 を 狛
こまえししゃかいふくし

江 市 社 会 福 祉

協
きょうぎかい

議 会 か ら 引
ひ

き 継
つ

ぎ ま し た。2012(H24) 年
ねん

に

は、生
せいかつかいごじぎょう

活介護事業に移
いこう

行し、身
しんたいしょう

体 障がい者
しゃ

が、

自
じこじつげん

己実現と社
しゃかいさんか

会参加のために毎
まいにちいよくてき

日意欲的に通
かよ

ってい

ます。ポンテは多
たまがわ
摩川に近

ちか
いあいとぴあセンターの

４階
かい

にあり、多
たまがわ
摩川の豊

ゆた
かな自

しぜん
然や富

ふじさん
士山も見

み
えて

眺
なが

めの良
よ
いところです。またあいとぴあセンター前

まえ

の道
どうろぞ
路沿いや多

たまがわ
摩川の土

ど て
手は、桜

さくらなみき
並木が毎

まいとしみごと
年見事な

花
はな

を咲
さ
かせます。

　2009(H21)年
ねん

には「狛
こまえして
江市手をつなぐ親

おや
の会

かい
」から、

市
しない

内３か所
しょ

で運
うんえい

営していた作
さぎょうしょ

業所を、法
ほうないじぎょう

内 事 業

に移
いこう

行するため、こまえ工
こうぼう

房として運
うんえい

営を引
ひ
き継

つ

ぎました。そして 2017(H29) 年
ねん

には、狛
こまええきちか

江駅近く

の市
し
の建

たてもの
物に移

うつ
って、念

ねんがん
願の一

いったいか
体化となりました。

「狛
こまえして
江市手をつなぐ親

おや
の会

かい
」やたくさんの人

ひと
々
びと

の思
おも

いを大
たいせつ

切に、これからも地
ちいき

域で暮
く
らす知

ちてきしょう
的障がい者

しゃ

の活
かつやく

躍の場
ば
であり続

つづ
けたいです。

　また 2012(H24) 年
ねん

には、市
し
の緊
きんきゅういちじほごじぎょう

急一時保護事業を、

あいとぴあ日
にっちゅういちじしえんしつ

中一時支援室として運
うんえい

営を開
かいし

始する

など、狛
こまえ

江エリアは 日
にっちゅうかつどうしえん

中 活 動 支 援 の 事
じぎょうしょ

業 所

を中
ちゅうしん

心に、既
きぞん

存の事
じぎょう

業を引
ひ
き受

う
けながら成

せいちょう
長してき

ました。

　2009(H21) 年
ねん

、 府
ふちゅうし

中 市 の み ず き で 開
かいし

始 し た

相
そうだんしえん

談支援センターみずきは、2012(H24) 年
ねん

、狛
こまえし

江市

（あいとぴあセンター内
ない

）に移
いどう

動し、計
けいかくそうだん

画相談・

障
しょうがいじそうだん

害 児 相 談・一
いっぱんそうだんなど

般相談等、障
しょう

がいを持
も
つ人

ひと
が

自
じりつ

立した日
にちじょうせいかつ

常 生 活	又
また

は	社
しゃかいせいかつ

会生活を行
おこな

うことが

できるように、様
さま

々
ざま

な相
そうだん

談を受
う
けたりサービスの

調
ちょうせい

整をしたりしています。

　2017(H29) 年
ねん

にはこまえ工
こうぼう

房と同
おな

じ建
たてもの

物に移
いどう

動、

2020(R2) 年
ねん

には、狛
こまえし

江市の医
いりょうてき

療的ケア児
じしえん

支援コー

ディネート事
じぎょう

業を受
じゅたく

託しました。

　2015(H25) 年
ねん

にはグループホームパンダを開
かいせつ

設し

ました。平
へいじつひるま

日昼間は日
にっちゅうかつどう

中活動に通
かよ
い、夜

やかん
間はグルー

プホームで過
す
ごすことで、住

す
み慣

な
れた地

ちいき
域での生

せいかつ
活

の継
けいぞく

続ができています。

　みずきケアセンター狛
こまえ

江は、2015(H25) 年
ねん

に開
かいし

始

したヘルパー派
はけん

遣の事
じぎょうしょ

業所で、現
げんざい

在は主
おも

に在
ざいたく

宅で

家
か じ
事や身

しんたいかいご
体介護などを行

おこな
う 居

きょたくかいごじぎょう
宅 介 護 事 業 と、

外
がいしゅつ

出を支
しえん

援する移
いどうしえんじぎょう

動支援事業を行
おこな

っています。

　2018(H30) 年
ねん

には、地
ちいき

域で暮
く
らす高

こうれいしゃ
齢者の見

みまも
守

り相
そうだん

談を行
おこな

う事
じぎょう

業として、こまほっとシルバー

相
そうだんしつたまがわじゅうたく

談室多摩川住宅を受
じゅたく

託しました。

　このように、狛
こまえ

江エリアは利
りようしゃ

用者さん・住
じゅうみん

民の

地
ちいき

域での生
せいかつ

活を、トータルにサポートできる事
じぎょう

業を	

展
てんかい

開しており、狭
せま

い地
ちいき

域だからこそ、しっかりと

連
れんけい

携をとりながら支
しえん

援しています。

　これからも、地
ちいき

域と連
れんけい

携を取
と
りながら、地

ちいき
域で住

す

み慣
な
れた生

せいかつ
活を続

つづ
けるための支

しえん
援を行

おこな
っていきたい

と思
おも

っています。

事
業

所
紹

介
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

事
業

所
紹

介
多

摩
ブ

ロ
ッ

ク

こ ま え 工
こうぼう

房 正
せいもんまえ

門 前 販
はんばい

売 ポ ン テ の 活
かつどう

動 の 様
ようす

子
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狛
こ ま え

江エリア

こまほっとシルバーこまほっとシルバー相相
そうだんしつそうだんしつ

談室談室　　多多
たまがわじゅうたくたまがわじゅうたく

摩川住宅摩川住宅

グループホーム　パンダグループホーム　パンダ

ポンテ（あいとぴあセンター４ポンテ（あいとぴあセンター４階階
かいかい

））
みずきケアセンターみずきケアセンター狛狛

こまえこまえ
江江（あいとぴあセンター３（あいとぴあセンター３階階

かいかい
））

こまえこまえ工工
こうぼうこうぼう

房房
相相
そうだんしえんそうだんしえん

談支援談支援センター　みずきセンター　みずき
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　足
あだちほうえいかいせつりつ

立邦栄会設立のきっかけは、初
しょだいりじちょう

代理事長であ

る父
ちち

・邦
くにお

夫の戦
せんそうたいけん

争体験にあります。戦
せんじちゅう

時中は戦
せんち

地へ

出
で む
向き、そこで部

ぶ か
下を亡

な
くし、さらには捕

ほりょせいかつ
虜生活を

一
いちねんけいけん

年経験するなど過
かこく

酷な体
たいけん

験をした人
ひと

です。日
にほん

本

へ帰
きこく

国するものの長
ながの

野の実
じっか

家は兄
きょうだい

弟が多
おお

く、当
とうじ

時の

日
にほん

本はまだ家
かとくそうぞく

督相続の時
じだい

代だったため、末
すえ

っ子
こ
の父

ちち

には仕
しごと

事がありませんでした。そのような理
りゆう

由から、

足
あだちくさらぬま

立区皿沼の地
ち
に知

し
り合

あ
いを頼

たよ
ってやってきたので

す。そこで母
はは

のとしと結
むす

ばれ、夫
ふうふようし

婦養子として二
ふたり

人

で農
のうか

家を始
はじ

めたのが、父
ちち

が２０代
だいこうはん

後半だった頃
ころ

のこ

とです。しかし、物
ものごと

事はそううまくは運
はこ

びませんで

した。戦
せんご

後の皿
さらぬま

沼には古
ふる

い村
むら

の体
たいしつ

質が色
いろこ

濃く残
のこ

って

いて、戦
せんじちゅう

時中に近
このえへい

衛兵という位
くらい

の高
たか

い兵
へい

であったこ

とから父
ちち

は、妬
うと

まれ、苦
くろう

労する日
ひ
々
び
が続

つづ
いていたよ

うです。

　1964(S39) 年
ねん

の東
とうきょう

京オリンピック開
かいかいしき

会式を見
み
て、

「戦
せんそう

争で苦
くろう

労した人
ひと

のために」と決
けつい

意したあの日
ひ
。

苦
くろう

労の絶
た
えない日

ひ
々
び
が続

つづ
きましたが、父

ちち
には先

せんけん
見の

明
めい

があったのでしょう。農
のうち

地を少
すこ

しずつ転
てんかん

換し、ア

パートなどの不
ふどうさんけいえい

動産経営を始
はじ

めました。そうして次
つぎ

の事
じぎょう

業として着
ちゃくしゅ

手を考
かんが

え始
はじ

めたのが、老
ろうじん

人ホーム

の運
うんえい

営でした。なぜ老
ろうじん

人ホームだったかというと、

1964(S39) 年
ねん

の東
とうきょう

京オリンピックの開
かいかいしき

会式をテレビ

で見
み
たからです。戦

せんそう
争が終

お
わった時

とき
、これまで命

いのち
の

ように大
たいせつ

切にしてきた日
ひ
の丸

まる
の国

こっき
旗を戦

せんち
地で燃

も
やし

たそうで、国
くに

に命
いのち

を捧
ささ

げてきた父
ちち

にとってはどんな

に辛
つら

かったことでしょうか。そんな特
とくべつ

別な思
おも

いを持
も

足
あ だ ち ほ う え い か い

立邦栄会設
せ つ り つ

立のきっかけ、戦
せ ん ご

後の日
に ほ ん し ゃ か い

本社会
新
あ ら い

井　五
い わ こ

輪子

　老
ろうじん

人ホーム建
けんせつ

設の最
さいしょ

初の計
けいかく

画から２０年
ねんた

経った

頃
ころ

、父
ちち

は主
おも

に貸
か
し農
のうえんじぎょう

園事業を営
いとな

んでいました。小
ちい

さ

な区
くかく

画の農
のうち

地を地
ちいき

域のみなさんにお貸
か
しするという

もので、足
あだちく

立区では初
はじ

めてのことだったようです。

その頃
ころ

、３０代
だい

にさしかかっていた私
わたし

は、父
ちち

の事
じぎょう

業

を引
ひ
き継

つ
ぐ準

じゅんび
備を少

すこ
しずつしていこうと考

かんが
えていま

した。しかし、畑
はたけしごと

仕事をしたことのない私
わたし

には、貸
か

し農
のうえん

園を続
つづ

けていくことは難
むずか

しい。一
いっしょうつづ

生続けてい

くことができる仕
しごと

事は何
なん

だろう。そう考
かんが

えた末
すえ

にた

どり着
つ
いたのが、老

ろうじん
人ホーム運

うんえい
営でした。そのこと

を相
そうだん

談すると「実
じつ

はお父
とう

さんもね、２０年
ねんまえ

前に同
おな

じ

ことを考
かんが

えていたんだよ」と父
ちち

が打
う
ち明

あ
け、当

とうじ
時の

設
せつりつしゅいしょ

立趣意書を見
み
せてくれたのです。父

ちち
がその昔

むかし
、

私
わたし

と同
おな

じ夢
ゆめ

を描
えが

いていたことを、その時
とき

に初
はじ

めて

知
し
ったのでした。

　そうして、親
おやこにだい

子二代にわたる夢
ゆめ

の実
じつげん

現に向
む
けて走

はし

り出
だ
しました。その頃

ころ
、このような施

しせつ
設を建

た
てる

時
とき

には、隣
りんせつ

接する民
みんか

家に暮
く
らす住

じゅうみん
民の同

どうい
意が必

ひつよう
要で

した。近
きんりん

隣の方
かた

は「こういう施
しせつ

設は大
だいじ

事だよね」と

おっしゃってくれたものの「自
じぶん

分の家
いえ

の隣
となり

に建
た
つの

は、ちょっと」という声
こえ

も挙
あ
がりました。当

とうじ
時はま

だ、介
かいごほけんせいど

護保険制度ができる前
まえ

。認
にんちしょう

知症を痴
ちほうしょう

呆症と呼
よ

んでいた頃
ころ

で、その症
しょうじょう

状をきちんと理
りかい

解している

方
かた

は少
すく

なく、理
りかい

解を得
え
ることは簡

かんたん
単ではなかったの

です。そこで、お金
かね

の面
めん

で苦
くろう

労をしましたが、隣
りんせつ

接

する民
みんか

家の土
と ち
地をすべて買

か
い取

と
り、特

とくべつようごろうじん
別養護老人

ホーム設
せつりつ

立の計
けいかく

画が本
ほんかくてき

格的にスタートしました。

さくら・かえでの開
か い せ つ

設
新
あ ら い

井　五
い わ こ

輪子　

歴
　

　
史

足
立

邦
栄

会
設

立
の

き
っ

か
け

歴
　

　
史

さ
く

ら
・

か
え

で
の

開
設

「戦
せんそう

争で苦
く ろ う

労した人
ひと

の老
ろ う ご

後が報
むく

われるように」
そんな父

ちち

・邦
く に お

夫の想
おも

いが、法
ほうじんせつりつ

人設立のきっかけに。
関
かんとうはつ

東初の、高
こうれいしゃ

齢者と障
しょう

がい者
しゃ

が共
とも

に暮
く

らす支
し え ん し せ つ

援施設。
地
ち い き

域の声
こえ

に応
こた

えるべく、設
せつりつ

立の道
みち

へ。

つ日
ひ
の丸

まる
を掲

かか
げ、会

かいじょう
場へ入

にゅうじょう
場する日

にほん
本の選

せんしゅ
手たち

を見
み
て「戦

せんごふっこう
後復興は本

ほんとう
当に終

お
わったんだ。これから

は、戦
せんそう

争で苦
くろう

労してきた人
ひと

の老
ろうご

後が少
すこ

しでも良
よ
くな

るようなことをしたい」そう思
おも

ったのだそうです。

戦
せんじちゅう

時中、生
い
きるか死

し
ぬかというぎりぎりの精

せいしん
神で

戦
たたか

ってきた父
ちち

は、戦
せんご

後は希
きぼう

望を失
うしな

いつつあったの

ですが、この時
とき

、新
あら

たな生
い
きる目

もくてき
的を見

み
つけたよう

です。

　新
あら

たな目
もくてき

的を見
みいだ

出した父
ちち

は、今
いま

から４０年
ねん

ほど

前
まえ

、老
ろうじん

人ホーム設
せつりつ

立に向
む
けて動

うご
き出

だ
しました。当

とうじ
時

はさまざまな老
ろうじん

人ホームを見
けんがく

学し、どのような施
しせつ

設

を作
つく

るのか構
こうそう

想を膨
ふく

らませ、設
せつりつしゅいしょ

立趣意書も用
ようい

意して

いたようです。

　しかし、老
ろうじん

人ホームを建
けんせつ

設しようと考
かんが

えていた

土
と ち
地には多

おお
くの地

ちけんしゃ
権者が関

かか
わっていて、何

なんびゃくにん
百人と

いう莫
ばくだい

大な数
かず

の同
どうい

意を得
え
る必

ひつよう
要がありました。そこ

で計
けいかく

画はやむなく中
ちゅうし

止となってしまったのですが、

２０年
ねんご

後に再
ふたた

び動
うご

き出
だ
すことになるのです。

　 計
けいかくしょ

画 書 を 足
あ だ ち く

立 区 へ 持
も

っ て い く と、 都
とない

内 に

障
しょうがいしゃしえんしせつ

害者支援施設が不
ふそく

足していて、足
あだちく
立区にもほと

んどない、というお話
はなし

を聞
き
くことになりました。同

おな

じ施
しせつ

設の中
なか

で、障
しょう

がいのある方
かた

も一
いっしょ

緒に暮
く
らすこと

はできるはず。考
かんが

えた末
すえ

に、特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさ

くらと障
しょうがいしゃしえんしせつ

害者支援施設かえでを、同
おな

じ建
たてもの

物の中
なか

に

併
へいせつ

設することに決
き
めました。

　区
く
が後

あとお
押ししてくれたこともありましたし、何

なに
よ

りも地
ちいき

域のニーズに応
こた

えていくことが使
しめい

命ではない

かと考
かんが

えたからです。今
いま

でこそ高
こうれいしゃ

齢者と障
しょう

がい者
しゃ

が

共
とも

に暮
く
らす施

しせつ
設は増

ふ
えていますが、当

とうじ
時は関

かんとう
東で初

はじ

めてのこと。今
いま

でも、定
ていいん

員１０名
めい

という規
き ぼ
模で、同

おな

じフロアに両
りょうしゃ

者が暮
く
らす施

しせつ
設は少

すく
ないようです。

邦
くにお

夫・とし夫
ふさい

妻　マチュピチュにて

さくら・かえで　 開
かいしょしき

所 式 の 様
ようす

子

33Heart to Heart 20th Heart to Heart 20th34



歴
　

　
史

み
ず

き
の

開
設

歴
　

　
史

ポ
ン

テ
の

開
設

　 障
しょうがいしゃ

害 者 支
しえんしせつ

援 施 設 み ず き は、

2003(H15)年
ねん

１２月
がつ

に身
しんたいしょうがいしゃ

体 障 害 者

療
りょうごしせつ

護施設として誕
たんじょう

生しました。私
わたし

は

もともと別
べつ

の療
りょうごしせつ

護施設で働
はたら

いていた

のですが、足
あだちほうえいかい

立邦栄会が新
あら

たに障
しょう

がい者
しゃむ

向け施
しせつ

設

を立
た
ち上

あ
げるという話

はなし
を聞

き
き、施

しせつた
設立ち上

あ
げ時

じ
から

参
さんかく

画しました。初
しょだいりじちょう

代理事長と現
げんりじちょう

理事長に初
はじ

めて会
あ
っ

た時
とき

に、法
ほうじんせつりつ

人設立の経
けいい

緯や「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart」に込

こ

められた想
おも

いを聞
き
き、感

かんめい
銘を受

う
け、ここでまた一

いち
か

らやってみたい。そう決
けつい

意したことを昨
きのう

日のことの

ように覚
おぼ

えています。立
た
ち上

あ
げ時

じ
に補

ほじょきん
助金をいただ

いていたので、開
かいせつとうじ

設当時は特
とく

に補
ほじょきんう

助金受け取
と
りのた

めの報
ほうこくしょ

告書など資
しりょうづく

料作りに追
お
われる日

ひ び
々。現

げんりじちょう
理事長

や相
そうだんいん

談員の伊
いとう

藤さん（現
げんざい

在の足
あだち

立ブロック長
ちょう

）も駆
か

けつけてくれ、毎
まいにちよるおそ

日夜遅くまで残
のこ

って仕
しごと

事をしてい

ました。夜
よなか

中にお腹
なか

が空
す
いてしまって、みんなで近

ちか

くのお店
みせ

へ焼
やきにくどん

肉丼を食
た
べに行

い
ったこともあり、今

いま
と

なっては懐
なつ

かしい思
おも

い出
で
です。

　開
かいせつとうじ

設当時、一
いちばんくろう

番苦労したのは職
しょくいん

員の採
さいよう

用でした。

特
とく

に看
かんごし

護師の募
ぼしゅう

集には苦
くろう

労したことを覚
おぼ

えていま

す。徐
じょ

々
じょ

に、今
いま

の看
かんご

護リーダーが来
き
てくれた頃

ころ
から

落
お
ち着

つ
き始

はじ
め、安

あんてい
定して施

しせつ
設を運

うんえい
営していくことが

できるようになり、利
りようしゃ

用者さんもどんどん増
ふ
えてい

きました。その中
なか

には、みずきの開
かいせつとうじ

設当時からいらっ

しゃる方
かた

もいて、１７年
ねんいじょう

以上のお付
つ
き合

あ
いをしてい

る方
かた

もいらっしゃいます。その方
かた

と挨
あいさつ

拶をしたり、

お話
はなし

をしたり、時
とき

には「ありがとう」という言
ことば

葉を

みずきの開
か い せ つ

設
深
ふかさわ

澤　勝
かつひこ

彦

利
りようしゃ

用者さんと共
とも

にみずきを築
きず

き、１７年
ねん

。
今
こ ん ご

後は「H
は ー と

eart t
とぅ

o H
は ー と

eart」の想
おも

いを地
ち い き

域にも。

かけてもらったりすることは、何
なに

にも代
か
えがたい嬉

うれ

しい瞬
しゅんかん

間ですね。開
かいせつとうじ

設当時は本
ほんとう

当に大
たいへん

変な毎
まいにち

日が続
つづ

きましたが、少
すこ

しずつかたちになっていく嬉
うれ

しさは、

立
た
ち上

あ
げに携

たずさ
わる全

ぜんいん
員が感

かん
じていたのではないで

しょうか。

利
りようしゃ

用者さんを支
しえん

援する上
うえ

で、信
しんらいかんけい

頼関係はとても大
たいせつ

切

です。今
こんご

後もみずきでは、職
しょくいん

員と利
りようしゃ

用者さん、ご

家
かぞく

族との間
あいだ

にしっかりと信
しんらいかんけい

頼関係を築
きず

きながら、

家
かぞく

族のようなあたたかい支
しえん

援を続
つづ

けていきたいと

考
かんが

えています。法
ほうじん

人が２０周
しゅうねん

年を迎
むか

えた 2020 年
ねん

、

利
りようしゃ

用者さんはもちろん、職
しょくいん

員も地
ちいき

域の方
かた

も、誰
だれ

も

が利
りよう

用できるカフェを施
しせつない

設内にオープンしました。

施
しせつきんぺん

設近辺はもともと公
こうきょうしせつ

共施設が多
おお

く、地
ちいきじゅうみん

域 住 民

の方
かた

とふれあう機
きかい

会がなかなか持
も
てなかったのです

が、今
こんご

後は地
ちいき

域とのつながりを少
すこ

しずつ深
ふか

めていき、

「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	H

は ー と
eart」の想

おも
いを広

ひろ
めていけたらと思

おも
っ

ています。

シンボルツリーの 移
いせつさぎょう

設 作 業 の 様
ようす

子

ポンテの開
か い せ つ

設
大
お お に た

仁田　妙
た え こ

子

「ひとりを大
たいせつ

切に」お互
たが

いを励
はげ

まし、高
たか

め合
あ

う。
この先

さき

も「仲
なかまりょく

間力」で、利
りようしゃ

用者さんと共
とも

にポンテを育
そだ

てていく。

　ポンテは、狛
こ ま え し

江市が 1972(S47)

年
ねん

に 開
かいせつ

設 し た 障
しょう

が い 者
しゃむけ

向 け

自
じりつしえんしせつ

立支援施設です。1996(H8) 年
ねん

に

社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会が運
うんえいもと

営元となっ

たことを機
き
に「ポンテ」という名

めいしょう
称に変

へんこう
更され、

足
あだちほうえいかい

立邦栄会の一
いちじぎょう

事業となったのは 2005(H17) 年
ねん

のこと。施
しせつめい

設名はもちろん、利
りようしゃ

用者さんもその

まま引
ひ

き継
つ

ぎ１５年
ねんかん

間、運
うんえい

営を続
つづ

けてきまし

た。開
かいせつじ

設時は在
ざいたく

宅での支
しえん

援が難
むずか

しい障
しょう

がい者
しゃ

の

方
かた

に向
む

けた一
いちじてき

時的な訓
くんれんしつ

練室として運
うんえい

営を始
はじ

め

たそうですが、時
じだい

代の流
なが

れと共
とも

にポンテは徐
じょじょ

々

に、重
じゅうど

度 の 身
しんたいしょう

体 障がいを持
も
つ方

かた
へ向

む
けた通

つうしょ
所の

自
じりつしえんしせつ

立 支 援 施 設へと変
か
わっていきました。

　私
わたし

がここで働
はたら

き始
はじ

めたのは２０年
ねん

ほど前
まえ

になり

ますが、１０年
ねん

ほど前
まえ

から「意
いしけっていしえん

思決定支援」とい

う言
ことば

葉が言
い
われるようになりました。今

いま
では当

あ
た

り前
まえ

ですが、利
りようしゃ

用者さんが主
しゅたいてき

体的に取
と
り組

く
む、と

いう支
しえん

援のかたちに変
か
わっていった時

じだい
代の変

へんかくき
革期

だったと思
おも

います。近
きんねん

年は、どうやって施
しせつ

設を良
よ

くしていくのか、どうやって主
しゅたいてき

体的な取
と
り組

く
み

をしていくのか。そんなことを職
しょくいん

員はもちろん、

利
りようしゃ

用者さんも真
しんけん

剣に考
かんが

えるようになってきました。

多
おお

くの思
おも

い出
で
がありますが、特

とく
に印
いんしょうてき

象的なのは、

広
こうほうし

報誌でコラムを担
たんとう

当している利
りようしゃ

用者さんのお話
はなし

です。「広
こうほうし

報誌にコラムを書
か
きたい」とおっしゃっ

たのですが、当
とうしょ

初はなかなかうまくいかず、職
しょくいん

員

に頼
たよ

りっぱなしだったのです。それがだんだんと

自
じしん

信がつき、自
じぶん

分の考
かんが

えを自
じぶん

分の言
ことば

葉で表
ひょうげん

現できる

ようになり、そのうち誰
だれ

も手
てだす

助けしなくてもみんな

の心
こころ

をほっこりさせるコラムを書
か
けるようになりま

した。それまで１０年
ねん

かかりましたが、こういう方
かた

がもっともっと増
ふ
えていったらと思

おも
っています。

　ポンテでは毎
まいとし

年 、 表
ひょうしょうしき

彰 式 を行
おこな

っているので

すが、その時
とき

には利
りようしゃ

用者さんも職
しょくいん

員も関
かんけい

係なく全
ぜんいん

員

が表
ひょうしょう

彰されます。年
ねんれい

齢も立
たちば

場の違
ちが

いも超
こ
えて、お

互
たが

いを褒
ほ
め合

あ
うのです。ミュージカル発

はっぴょうかい
表会でも、

本
ほんばん

番に向
む
けて励

はげ
まし合

あ
い、よし、がんばろう。と

気
き も
持ちを高

たか
める。そんな「仲

なかまりょく
間力」を大

たいせつ
切にしてい

ます。ほっとけない精
せいしん

神が強
つよ

い利
りようしゃ

用者さんが多
おお

く、

彼
かれ

らから本
ほんとう

当にたくさんのことを学
まな

び、利
りようしゃ

用者さん

と一
いっしょ

緒にポンテを育
そだ

ててきた、という想
おも

いが強
つよ

いで

すね。法
ほうじん

人２０周
しゅうねん

年を迎
むか

えた今
いま

、利
りようしゃ

用者さんと力
ちから

を

合
あ
わせ、ポンテが原

げんどうりょく
動力の一

ひと
つとなり、楽

たの
しさだっ

たり、元
げんき

気だったり、そういったパワーを広
ひろ

めてい

きたいと思
おも

っています。

足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会 へ 移
い こ う じ

行 時 の 説
せつめいかい

明 会
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歴
　

　
史

リ
ブ

イ
ン

さ
く

ら
の

開
設

歴
　

　
史

こ
ま

え
工

房
の

開
設

　リブインさくらが誕
たんじょう

生したのは、

2007(H19) 年
ねん

のことです。入
にゅうよくじ

浴 時

にリフトを使
つか

うなど障
しょう

がい者
しゃしせつ

施設

の支
しえんほうほう

援方法を取
と
り入

い
れたり、 職

しょくいん
員

のコミュニティーを第
だいいち

一に考
かんが

えた建
たてもの

物の構
こうせい

成にした

り、開
かいせつじ

設時からさまざまな試
こころ

みに挑
ちょうせん

戦してきました。

開
かいせつじ

設時の中
ちゅうかく

核メンバーは、他
た
の法

ほうじん
人で老

ろうじん
人ホーム立

た

ち上
あ
げに参

さんかく
画し、その後

あと
に戻

もど
ってきたという経

けいけん
験

を持
も
つ出

でもど
戻 り 職

しょくいん
員が多

おお
く、私

わたし
もそんな一

ひとり
人です。

そのため、自
じゆう

由で新
あたら

しい発
はっそう

想をどんどん取
と
り入

い
れな

がら、ここまでリブインさくらを築
きず

き上
あ
げることが

できました。

リブインさくらの開
か い せ つ

設
伊
い と う

藤　剛
ごう

支
しえんほうほう

援方法も職
しょくいん

員の働
はたら

き方
かた

も、ゼロから作
つく

り上
あ

げる。
法
ほうじん

人にとって新
あら

たな挑
ちょうせん

戦となった、リブインさくら。

　開
かいせつご

設後は料
りょうきんたいけい

金 体 系の見
みなお

直しをしたり、介
かいご

護

の方
ほうほう

法や職
しょくいん

員の働
はたら

き方
かた

について自
じぶん

分たちなりの

かたちを探
さが

したり、模
もさく

索し続
つづ

けた一
いちねん

年でした。

社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人ならではの介
かいごりょく

護力がありながら、

手
てあつ

厚い人
じんいんはいち

員配置。準
じゅんやきんせいど

夜勤制度を取
と
り入

い
れるなど、

徐
じょ

々
じょ

に介
かいご

護の方
ほうこうせい

向性や働
はたら

き方
かた

のかたちが定
さだ

まっ

ていきました。そうして口
くち

コミで評
ひょうばん

判が広
ひろ

まり、

開
かいしょしき

所式の様
ようす

子

こまえ工
こ う ぼ う

房の開
か い せ つ

設
近
ちかおか

岡　真
ま さ と

佐人

利
りようしゃ

用者さんと共
とも

に歩
あゆ

んできた、こまえ工
こうぼう

房の歴
れ き し

史。
自
じ ぶ ん

分らしく、笑
え が お

顔でいられる場
ば し ょ

所をめざして。

　こまえ工
こうぼう

房は、もともと「狛
こまえし
江市

手
て
をつなぐ親

おや
の会

かい
」が運

うんえい
営していた

施
しせつ

設で、狛
こまえしない

江市内の障
しょう

がいを持
も
つ方

かた

へ向
む
けた作

さぎょうしょ
業所としてスタートしま

した。2009(H21) 年
ねん

、三
さんかしょ

ヶ所あった作
さぎょうしょ

業所の運
うんえい

営を

足
あだちほうえいかい

立 邦 栄 会 がすべて引
ひ
き継

つ
いだことを機

き
に、今

いま
の

名
めいしょう

称 となりました。その後
ご
もしばらくは別

べつ
々
べつ

の

場
ばしょ

所で運
うんえい

営していたのですが、2017(H29) 年
ねん

１２月
がつ

に全
ぜんしせつ

施設が一
いったいか

体化しました。私
わたしじしん

自身は作
さぎょうしょ

業所時
じだい
代

からここで働
はたら

いていて、かれこれ１５年
ねん

ほどこの

業
ぎょうかい

界にいますが、私
わたし

にとっても、こまえ工
こうぼう

房にとっ

ても、一
いちばん

番の大
おお

きな変
へんか

化は、一
いったいか

体化したことだった

と思
おも

います。その前
まえ

はそれぞれの施
しせつ

設が独
どくじ

自の運
うんえい

営

を行
おこな

っていたため、利
りようしゃ

用者さんの特
とくちょう

徴は異
こと

なります

し、ニーズも幅
はば

が広
ひろ

かったため、それを一
ひと

つにまと

めることは本
ほんとう

当にできるのだろうか、という不
ふあん

安が

とても大
おお

きかったことを覚
おぼ

えています。

　そんな中
なか

、一
いったいか

体化することへの期
きたい

待も大
おお

きかった

ですね。実
じっさい

際に一
いったいか

体化してみると、これまでよりも

職
しょくいん

員 が同
おな

じ拠
きょてん

点で働
はたら

くことができるため、チーム

ワークも良
よ
くなりましたし、支

しえん
援のやりやすさに

も変
へんか

化があり、良
よ
い意

い み
味で利

りようしゃ
用者さんはこれまで

通
どお

り作
さぎょう

業を続
つづ

けていくことができ、本
ほんとう

当に良
よ
かっ

たなと思
おも

います。利
りようしゃ

用者さんは、私
わたし

と同
おな

じように

作
さぎょうしょじだい

業所時代からいらっしゃる方
かた

も多
おお

く、１５年
ねんはたら

働

いている私
わたし

よりも長
なが

く通
かよ

っていらっしゃる方
かた

も。

「面
めんせつ

接の時
とき

に、スーツで来
き
ていたよね」なんて、 私

わたし

　最
さいきん

近、こまえ工
こうぼう

房に長
ながねんかよ

年 通っていたものの自
じたく

宅

での生
せいかつ

活が難
むずか

しくなり、市
しがい

外のグループホームへ

入
にゅうしょ

所する、という方
かた

も増
ふ
えてきました。毎

まいにち
日いらっ

しゃっていた方
かた

がいなくなる寂
さび

しさもありますし、

利
りようしゃ

用者さんやそのご家
かぞく

族にとっても、住
す
み慣

な
れた

施
しせつ

設や地
ちいき

域にいられなくなる悲
かな

しさでいっぱいだと

思
おも

います。長
ながねん

年この仕
しごと

事をしているとふと寂
さび

しくな

る時
とき

もありますが、利
りようしゃ

用者さんの笑
えがお

顔を見
み
ることが

できたり、作
さぎょう

業を通
つう

じて自
じしん

信を得
え
る姿
すがた

を見
み
ることが

できたりすると、この仕
しごと

事をしていて良
よ
かったと思

おも

うことができます。今
こんご

後もこまえ工
こうぼう

房は、利
りようしゃ

用者さ

んがありのままの自
じぶん

分でいられる場
ばしょ

所をめざして、

利
りようしゃ

用者さんと共
とも

に、自
じぶん

分たちのペースでゆっくりと

歩
あゆ

んでいけたらと思
おも

っています。

が就
しゅうしょく

職の面
めんせつ

接へ来
き
た時

とき
のことを覚

おぼ
えている方

かた
もい

らっしゃいます。私
わたしじしん

自身、引
ひ
っぱっていくリーダー

タイプではないと思
おも

っていて、こまえ工
こうぼう

房は利
りようしゃ

用者

さんや職
しょくいん

員、地
ちいき

域と共
とも

に作
つく

ってきたという感
かんかく

覚が大
おお

きいです。

こまえ工
こうぼう

房もえぎでの作
さぎょう

業の様
ようす

子
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利
りようしゃ

用者さんが増
ふ
えていったのは二

にねんめいこう
年目以降のこ

と。2011(H23) 年
ねん

の震
しんさいじ

災時は、利
りようしゃ

用者さんも 職
しょくいん

員

もほとんどフロアに集
あつ

まっていて、出
でさき

先にいた

私
わたし

は、電
でんわご

話越しで被
ひがい

害がなかったことを確
かくにん

認し、

ほっと胸
むね

をなでおろしたことをよく覚
おぼ

えています。

計
けいかくていでん

画停電の対
たいしょうちいき

象地域となったため暗
くらやみ

闇の中
なか

、他
ほか

の

施
しせつ

設から食
しょくじ

事を運
はこ

んだこともありましたが、今
いま

と

なってはいい思
おも

い出
で
です。

　入
にゅうしょとうしょ

所当初は医
いりょうしえん

療 支 援を必
ひつよう

要としていなかった

方
かた

も、だんだんと年
としつき

月を重
かさ

ね、徐
じょ

々
じょ

に医
いりょうしえん

療支援が

必
ひつよう
要となっていきます。そうして、施

しせつ
設で最

さいご
期の時

とき

を迎
むか

えます。ご家
かぞくいがい

族以外には関
かか

われないところま

で足
あし

を踏
ふ
み入

い
れることができるのは、この仕

しごと
事の

おもしろさであり、やりがいだと感
かん

じている 職
しょくいん

員

は多
おお

いでしょう。しかし、人
ひと

と人
ひと

のぶつかり合
あ
いで

もあるこの仕
しごと

事は、正
せいかい

解や終
お
わりがない仕

しごと
事。成

せいか
果

を感
かん

じにくい仕
しごと

事であるため、リブインさくらでは、

職
しょくいんひとり

員一人ひとりが自
じぶん

分の存
そんざいいぎ

在意義を感
かん

じることが

できる働
はたら

き方
かた

を大
たいせつ

切にしてきました。利
りようしゃ

用者さんが

１０人
にん

いれば１０通
とお

りの生
い
き方

かた
があります。自

じぶん
分

の理
りそう

想を貫
つらぬ

き通
とお

すのではなく、利
りようしゃ

用者さんの理
りそう

想

の暮
く
らしをサポートしていかなければなりません。

理
りじちょう

事長は経
けいえいしゃ

営者でありながら、誰
だれ

よりも利
りようしゃ

用者さん

の目
めせん

線を持
も
てる人

ひと
。その想

おも
いをしっかりと受

う
け継

つ
ぎ、

これからも仲
なかま

間と共
とも

に利
りようしゃ

用者さんの支
しえん

援を行
おこな

ってい

けたらと思
おも

っています。



歴
　

　
史

足
立

邦
栄

会
の

こ
れ

ま
で

と
今

後

沿
　

　
革

足
あ だ ち ほ う え い か い

立邦栄会のこれまでと今
こ ん ご

後
新
あ ら い

井　五
い わ こ

輪子

多
おお

くの人
ひと

に支
ささ

えられ、歩
あゆ

んできた足
あだちほうえいかい

立邦栄会。
この先

さき

も共
とも

に暮
く

らし、共
とも

に生
い

きていく。

　法
ほうじんせつりつご

人設立後、終
つい

の棲
すみか

家として私
わたし

たちの施
しせつ

設で過
す
ご

す多
おお

くの利
りようしゃ

用者さんを見
み
てきました。しかし、その

方
かた

たちが最
さいご

期の時
とき

を施
しせつ

設で迎
むか

えることができない

状
じょうきょう

況 に、憤
いきどお

りを感
かん

じていました。そんなある日
ひ
、

100 歳
さい

のお誕
たんじょうび

生日を迎
むか

えられたばかりのある利
りようしゃ

用者

さんがだんだん食
しょくじ

事をとれなくなり、入
にゅういん

院し、しば

らく経
た
って亡

な
くなられ、ご遺

いたい
体となって施

しせつ
設へ帰

かえ
っ

てこられたことがありました。お顔
かお

を見
み
ると、いつ

も穏
おだ

やかで優
やさ

しかった方
かた

が別
べつじん

人のようになってい

たのです。眉
みけん

間に皺
しわ

が寄
よ
り、口

くち
をヘの字

じ
に曲

ま
げてい

ました。どんなに辛
つら

い目
め
に遭

あ
ったのでしょう。そ

の時
とき

を境
さかい

に、利
りようしゃ

用者さんが息
いき

を引
ひ
き取

と
るその 瞬

しゅんかん
間

まで私
わたし

たちの施
しせつ

設で見
みまも

守っていきたい。その想
おも

いが、

強
つよ

くなっていきました。

　そんな状
じょうきょう

況が大
おお

きく変
か
わったのは、2015(H27)

年
ねん

のことです。ようやく法
ほうりつてき

律的に入
にゅうきょしゃ

居者さんへの

在
ざいたくしんりょう

宅 診 療が認
みと

められる時
じだい

代となり、「最
さいご

期の時
とき

を

自
じたく

宅や自
じぶんじしん

分自身で決
き
めた場

ばしょ
所で、自

じぶん
分の寿

じゅみょう
命で亡

な
く

なるように支
しえん

援したい」という想
おも

いのある医
いりょうきかん

療機関

の理
りじちょうせんせい

事長先生に出
で あ
会いました。その先

せんせい
生の協

きょうりょく
力を

得
え
て、施

しせつ
設（特

とくべつようごろうじん
別養護老人ホーム）で看

み と
取りをした

際
さい

の死
しぼうしんだんしょ

亡診断書を作
さくせい

成していただけるようになり、

特
とくべつようごろうじん

別養護老人ホームさくらでもいよいよ看
み と
取り

支
しえん

援ができるようになったのです。

　足
あだちほうえいかい

立邦栄会は、1964(S39) 年
ねん

のオリンピック

開
かいかいしき

会式を見
み
て、亡

な
き父

ちち
が設

せつりつ
立を決

けつい
意したことから

スタートしました。2020(R2) 年
ねんとうきょう

東京オリンピッ

ク・パラリンピックは延
えんき

期となってしまいました

が、創
そうりつ

立２０周
しゅうねん

年を迎
むか

え、新
あら

たな決
けつい

意を持
も
って

地
ちいき

域や社
しゃかい

会に貢
こうけん

献していきたいと思
おも

っています。

近
きんりんちいき

隣地域の一
ひとりせたい

人世帯の方
かた

や、貧
ひんこんせたい

困世帯の方
かた

、貧
ひんこん

困で

苦
くる

しむお子
こ
さんなどに向

む
けて、私

わたし
たちに何

なに
かできる

ことはないかと考
かんが

える毎
まいにち

日です。そして、やはり

最
さいしゅうてき

終 的に思
おも

うのは、最
さいご

期の瞬
しゅんかん

間まで、その人
ひと

の思
おも

う通
とお

りに生
い
きてほしい、ということです。高

こうれい
齢の方

かた

に対
たい

しても、障
しょう

がいを持
も
つ方

かた
に対

たい
しても、その想

おも

いは変
か
わりません。そういった方

かた
たちによりそい、

支
ささ

えていくことは簡
かんたん

単なことではなく、共
とも

に働
はたら

く

職
しょくいん

員 や関
かんけいしゃ

係者のみなさん、地
ちいき

域のみなさん、さら

には利
りようしゃ

用者さんやそのご家
かぞく

族の協
きょうりょく

力なしでは２０

周
しゅうねん

年 を迎
むか

えることはできませんでした。すべての

出
で あ
会いに感

かんしゃ
謝の想

おも
いでいっぱいです。今

こんご
後も、法

ほうじん
人

を支
ささ

えてくださるすべての方
かた

と共
とも

に「H
は ー と
eart	 t

とぅ
o	

H
は ー と
eart」の想

おも
いを大

たいせつ
切にしながら、共

とも
に歩

あゆ
んでいけ

ることを願
ねが

っています。

2021(R3) 年
ねんど

度オンライン入
にゅうしゃしき

社 式
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1996（H8）年 10 月	 足立邦栄会設立準備会発足　
1999（H11）年 1 月 21 日	 社会福祉法人足立邦栄会　［東京都設立認可を受け発足］
	 	 	 新井邦夫理事長就任
2000（H12）年 4 月	 [ 東京都より認可を受け事業開始］
	 	 	 特別養護老人ホームさくら／身体障害者療護施設かえで／デイサービスセンターさくら
	 	 	 （併設型通所介護）／デイルームさくら（認知症対応型通所介護）／ショートステイさくら
	 	 	 （短期入所生活介護）／デイサービスセンターかえで（身体障害者デイサービスセンター）	
	 	 	 ショートステイかえで（身体障害者短期入所事業）
2001（H13）年 6 月	 デイサービスセンターさくら及びデイルームさくらを統合し、
	 	 	 デイサービスセンターさくらとする（併設通所介護／認知症併設通所介護）
2003（H15）年 12 月	 身体障害者療護施設みずき
2004（H16）年 2 月	 ショートステイみずき（身体障害者短期入所事業）
2004（H16）年 4 月	 デイサービスセンターみずき（身体障害者デイサービス）
2004（H16）年 9 月	 デイサービスセンターさくら（居宅介護支援事業所）
2005（H17）年 4 月　	 狛江市重度身体障害者通所訓練室ポンテ
2006（H18）年 4 月	 新井邦夫会長就任・新井とし理事長就任
2006（H18）年 4 月	 地域包括支援センター鹿浜
2006（H18）年 4 月	 ［介護保険法改正により地域密着型事業所に指定］
	 	 	 デイサービスセンターさくら（認知症対応型通所介護／介護予防認知症対応型通所介護）
	 	 	 ショートステイさくら介護予防事業／デイサービスセンターさくら介護予防事業
2006（H18）年 10 月	 みずき日中一時支援事業
2007（H19）年 4 月	 介護付き有料老人ホーム　リブインさくら
2009（H21）年 4 月	 多機能事業所　こまえ工房こもれび・こだち・もえぎ（生活介護　就労継続支援Ｂ型）
2009（H21）年 7 月	 相談支援事業みずき
2010（H22）年 10 月	 ［障害者自立支援法本則適用に伴い障害者支援施設に指定］
	 	 	 障害者支援施設かえで（生活介護　施設入所支援）
	 	 	 障害者支援施設みずき（生活介護　施設入所支援）
2011（H23）年 5 月	 心身障害者（児）委託型ショートステイ
2012（H24）年 4 月	 こまえ工房から狛江活動センターに名称変更し、重度身体障害者通所訓練室ポンテを追加
	 	 	 （こもれび・こだち・もえぎ・ポンテ）
2012（H24）年 7 月	 相談支援事業再編（一般相談支援、特定相談支援、障害児相談支援）、名称を
	 	 	 相談支援センターみずきとし、事業所を府中市から狛江市へ移動
2012（H24）年 10 月	 あいとぴあ日中一時支援室
2013（H25）年 1 月	 パンダ（共同生活介護事業）
	 	 	 みずきケアセンター狛江（居宅介護、重度訪問介護・移動支援）
2017（H29）年 6 月	 新井五輪子理事長就任
2017（H29）年 12 月	 狛江活動センター再編
	 	 	 こまえ工房（生活介護　就労継続支援 B 型）（こもれび、こだち、もえぎ一体化）
	 	 	 生活介護事業所　ポンテ（生活介護）　　　　
2018（H30）年 8 月	 狛江市こまほっとシルバー相談室多摩川住宅
2019（R1）年 5 月	 みずき生活介護Ⅱに東京都重症心身障害児（者）通所事業追加
2020（R2）年 4 月	 狛江市医療的ケア児支援コーディネート事業
	 	 	 	 	 	 	 　　※事業名は、当該事業の開始または受託を表します。	

沿
え ん

　革
か く
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　足
あだちほうえいかい

立邦栄会の設
せつりつ

立については、現
げんりじちょう

理事長の

新
あ ら い い わ こ し

井五輪子氏発
はつあん

案により、初
しょだいりじちょう

代理事長である

新
あらいくにおし

井邦夫氏、第
だいにだいりじちょう

二代理事長となる新
あらい

井とし氏
し
が、

設
せつりつにんか

立認可の何
なんねん

年も前
まえ

から準
じゅんびけいかくけんきゅう

備 計 画 研 究を進
すす

めて

おりました。当
とうじ

時、このことを知
し
った町

ちょうないがい
内外およ

び近
きんりん

隣の方
かた

々
がた

はその実
じつげん

現を大
おお

いに期
きたい

待しました。

　 東
とうきょうと

京 都 か ら の 設
せつりつにんかしょ

立 認 可 書 受
じゅりょう

領 の 節
せつ

は

歴
れきだいりじちょう

代理事長となる上
じょうきさんし

記三氏ほか事
じむきょく

務局であっ

新
あ ら い

井　規
のりよし

由　理
り じ

事　

た私
わたし

も同
どうこう

行し、感
かんげき

激しました。都
とちょう

庁の展
てんぼうだい

望 台

より足
あだちほうえいかいとくべつようごろうじん

立邦栄会特別養護老人ホームさくらの

建
けんちくげんば

築 現 場が見
み
えるような思

おも
いがしました。

　そして予
よていどお

定通り、箱
はこねじんじゃぐうじ

根神社宮司による地
じちんさい

鎮祭から

上
じょうとうしき

棟 式と盛
せいだい

大に執
と
り行
おこな

われました。

　法
ほうじんせつりつ

人設立２０年
ねん

により、更
さら

なる足
あだちほうえいかい

立邦栄会の繁
はんえい

栄

と、理
りじちょう

事長そして各
かくしせつしょくいんとうかんけい

施設職員等関係する総
すべ

ての

皆
みなさまがた

様方のご健
けんしょう

勝ご多
たこう

幸をお祈
いの

り申
もう

し上
あ
げます。

　足
あだちほうえいかい

立邦栄会が 21 世
せいき

紀の最
さいしょ

初の年
とし

に事
じぎょう

業を開
かいし

始し

て以
いらい

来、あっという間
ま
の２０年

ねん
でした。その間

かん
、

理
りじちょう

事長も代
だいが

替わりし、新
あらいいわこりじちょう

井五輪子理事長のもと、

新
あたら

しいフェイズに入
はい

る時
じ き
期に来

き
ています。

　それにしても、老
ろうじんかいごしせつ

人介護施設の重
じゅうようせい

要性を夙
つと

に

認
にんしき

識し、事
じぎょうか

業化に多
ただい

大の貢
こうけん

献をされてきた新
あらいけ
井家の

方
かたがた

々には頭
あたま

が下
さ
がります。私

わたし
は五

い わ こ
輪子さんのお姉

ねえ
さ

んと小
しょうがっこう

学校で同
どうきゅうせい

級生だったご縁
えん

で、当
とうしょ

初から監
かんじ

事

を務
つと

めさせていただいています。

　今
いま

でこそ、誰
だれ

もが、少
しょうしこうれいか

子高齢化がどれほど国
こくりょく

力を

左
さゆう

右するか身
み
をもって知

し
ることになったわけです

が、1990 年
ねんだい

代のバブル崩
ほうかい

壊、そして失
うしな

われた１０

年
ねん

からいまや３０年
ねん

と言
い
われるようになってしまっ

た日
にほん

本の現
げんじょう

状において、高
こうれいか

齢化に対
たい

する国
くに

の施
しさく

策は

田
た む ら

村　幸
こうたろう

太郎　監
か ん じ

事　

いまだ十
じゅうぶん

分とは言
い
えません。

　誰
だれ

もが安
あんしん

心して歳
とし

を重
かさ

ねることができる国
くに

にする

には、民
みんかん

間の自
じじょどりょく

助努力が不
ふかけつ
可欠であり、足

あだちほうえいかい
立邦栄会

が存
そんざい

在する理
りゆう

由はますます高
たか

まると思
おも

います。

　表
ひょうだい

題に２０年
ねんひとむかし

一昔と書
か
きましたが、実

じつ
は２１

世
せいき

紀はドッグイヤーとも謂
い
われ、７年

ねんひとむかし
一昔という

ほど世
よ
の中

なか
の流

なが
れは速

そくど
度を増

ま
してきています。その

意
い み
味で、これからの２０年

ねん
は、若

わか
き理

りじちょう
事長のリー

ダーシップのもと、さらに加
かそくどてき

速度的に組
そしき

織としての

態
たいせいせいび

勢 整 備とサービスの質
しつてきこうじょう

的向上がなされるもの

と期
きたい

待しております。そこに監
かんじ

事として少
すこ

しだけで

も貢
こうけん

献できたら、今
いま

や老
ろうじん

人の仲
なかまい
間入りをした者

もの
とし

て望
ぼうがい

外の幸
しあわ

せです。	

　社
しゃかいふくしほうじんあだちほうえいかい

会 福 祉 法 人 足 立 邦 栄 会 ２ ０ 周
しゅうねん

年 、誠
まこと

に

おめでとうございます。

　この２０年
ねんかん

間は、日
にほん

本が、これまでかつてなかっ

た勢
いきお

いで老
ろうれいか

齢化が進
すす

み、高
こうれいしゃふくし

齢者福祉の重
じゅうようせい

要性も

急
きゅうそく

速に高
たか

まっていった２０年
ねん

だったと思
おも

います。

　２０年
ねん

の道
みち

のりの中
なか

では数
かずし

知れない困
こんなん

難な出
できごと
来事

やご苦
くろう

労があったことと推
すいさつ

察いたしますが、その中
なか

で地
ちいき

域の福
ふくし

祉の拠
きょてん

点として発
はってん

展を遂
と
げてきたのはひ

中
なかじま

島　伸
しんいち

一　監
か ん じ

事　２０周
しゅうねん

年に寄
よ

せて
とえに理

りじちょう
事長はじめ、関

かか
わっていらっしゃる皆

みなさま
様の

努
どりょく

力 の 賜
たまもの

物 であると拝
はいさつ

察しております。

　新
しんがた

型コロナウイルスの感
かんせんかくだい

染拡大が収
しゅうそく

束する気
けはい

配を

見
み
せない環

かんきょうか
境下で、高

こうれいしゃふくし
齢者福祉に携

たずさ
わることは、こ

れまで以
いじょう

上に困
こんなん

難が増
ま
す反

はんめん
面、重

じゅうようせい
要性はさらに高

たか

まっていくものと予
よそう

想されます。２０周
しゅうねん

年を機
き
に、

貴
きほうじん

法 人が益
ますますはってん

々 発 展されますよう、心
こころ

よりお祈
いの

り

申
もう

し上
あ
げます。

　戦
せんごにほん

後日本の特
とくひつ

筆すべきイベントとして、1964(S39)

年
ねん

、東
とうきょう

京オリンピックが開
かいさい

催されました。この

歴
れきしてき

史的な年
とし

に生
せい

を受
う
けたのが、新

あらいいわこりじちょう
井五輪子理事長

でした。

　その理
りじちょう

事長の父
ちち

・邦
くにおし

夫氏は、「戦
せんご

後、日
にほん

本の復
ふっこう

興

のために苦
くろう

労してこられた人
ひと

に何
なに

か報
むく

いることが

出
で き
来ないか。人

じんせい
生の先

せんぱいがた
輩方が社

しゃかい
会と共

きょうせい
生しやすい世

よ

の中
なか

になって欲
ほ
しい。」と想

おも
い、介

かいごしせつ
護施設の構

こうそう
想を

描
えが

いていたそうです。そして、その想
おも

いが形
かたち

となっ

横
よ こ た

田　修
おさむ

　理
り じ

事　

て、今
いま

から２０年
ねんまえ

前の 2000(H12) 年
ねん

に足
あだちほうえいかい

立邦栄会

が設
せつりつ

立されました。この熱
あつ

き想
おも

いは、邦
くにおし

夫氏から

五
いわこりじちょう
輪子理事長へしっかりと受

う
け継

つ
がれ、今

いま
に至

いた
りま

す。私
わたし

たちが足
あだちほうえいかい

立邦栄会に求
もと

めること。それは「お

互
たが

いの存
そんざい

在を認
みと

め合
あ
える社

しゃかい
会・幸

しあわ
せを実

じっかん
感できる

共
きょうせいしゃかい

生 社 会 」を目
もくひょう

標に、日
ひ

々
び

人
ひと

々
びと

の心
こころ

に寄
よ
り添

そ

い、地
ちいきしゃかい

域社会を支
ささ

え続
つづ

けて行
い
ってほしいと願

ねが
ってい

ます。

　2001(H13) 年
ねん

、山
やまなしけん

梨県の職
しょくば

場を退
たいしょく

職し、埼
さいたまけん

玉県

の職
しょくば

場に転
てんしょく

職しました。初
はじ

めての 介
かいごじっしゅう

護 実 習

巡
じゅんかいしどう

回指導の日
ひ
が９. １１同

どうじたはつ
時多発テロと重

かさ
なりテレ

ビに釘
くぎづ

付けでした。

　テレビに釘
くぎず

付けといえば、2011(H23) 年
ねん

３. １１

東
ひがしにほんだいしんさい

日 本 大 震 災、故
こきょう

郷の地
ち
が津

つなみ
波に流

なが
され破

はかい
壊さ

れる映
えいぞう

像に、やり場
ば
のない怒

いか
りと溢

あふ
れる涙

なみだ
が止

と
まり

ませんでした。

畠
はたけやま

山　千
ち は る

春　理
り じ

事　私
わたし

の２０年
ねん

　転
てんしょく

職から２０年
ねん

、2021(R3) 年
ねん

３月
がつ

、定
ていねんえんちょう

年 延 長

期
きかん

間も終
お
わり、法

ほうじんほんぶ
人 本 部に移

うつ
りましたが「老

ろうがい
害」

と言
い
われない様

よう
戒
いまし

めています。

　介
かいごほけん

護保険は団
だんかい

塊ジュニアが６５才
さい

以
いじょう

上を迎
むか

える	

2040 年
ねん

を目
もくひょう

標に進
すす

みつつあり、一
いっそうせんりゃく

層戦略とマネジ

メント力
りょく

が問
と
われる２０年

ねん
になるのではないかと

思
おも

っています。

おもいで２０年
ねん

２０年
ねん

一
ひとむかし

昔

足
あ だ ち ほ う え い か い

立邦栄会の思
おも

い

２０周
し ゅ う ね ん

年に寄
よ

せて





20th
Heart to Heart

社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人	足
あだちほうえいかい

立邦栄会	設
せつりつ

立２０周
しゅうねんきねんし

年記念誌

「H
は ー と
ear t	 t

とぅ
o	H

は ー と
ear t	20th」

発
は っ こ う び

行 日	 2021( 令
れいわ

和３) 年
ねん

７月
がつ

４ 日
よっか

発
はっこうもと

行 元　	 社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人　足
あだちほうえいかい

立邦栄会

	 　	 東
とうきょうとあだちくさらぬま

京都足立区皿沼２丁
ちょうめ

目８番
ばん

８号
ごう

	 　	 電
でんわ

話：0 3 - 5 6 9 1 - 7 1 5 0（ 代
だいひょう

表 ）

	 　	 法
ほうじん

人 ホームページ：http://houeikai.gr.jp

	 	 ビジョン 2023 ホームページ：http://vision2023.houeikai.gr.jp

	 	 メールアドレス：info@houeikai.gr.jp

制
せいさく

作 編
へんしゅう

集 	 未
み ぶ ん り

分 離	デ	ザ	イ	ン研
けんきゅうじょ

究 所

　（歴
れきし

史コーナー　インタビュー・制
せいさく

作　 感
かんどうがかぶしきがいしゃ

動 画 株 式 会 社 ）

　（狛
こまえ

江エリアコラージュ制
せいさく

作	　		スタジオ	ジャングル・ジム）

http://vision2023.houeikai.gr.jp
http://site.ne.jp/

